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2012第66回読書週間
10月27日～11月9日

ホントノキズナ

戦後間もない1947年。「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と第1回読書週間
が開催されました。このときは11月17日から23日までの１週間でしたが、大きな反響が
あり、第2回からは現在のように10月27日から11月9日までの2週間となりました。

広がる
つながり
　私たちの身近にあり、誰でも気軽に利用で
きる施設、図書館。図書館は私たちと本をつ
ないでくれる場所です。館内では、さまざまな
催しも行われており、心をつなぐ存在ともなっ
ています。本号では、図書館を通したつなが
りに焦点を当ててみます。

読書週間特別企画
P02 ▶ P05



人口 4 万人以上 5 万人未満の市区
自治体名 貸出数（千点）

1 千代田区（東京） 813

2 小 野 市（兵庫） 681

3 能 美 市（石川） 553

4 米 原 市（滋賀） 535

5 赤 磐 市（岡山） 506

6 小 城 市（佐賀） 463

■市区町村立図書館の館外個人貸出数

　私は読書が好きで、よく図書館を利用します。私は今までど
れくらい本を借りたか集計しているのですが、1992年から
2011年までで約5,680冊、自ら購入すればとんでもない
額になるというほどでした。
　館内は雰囲気もよく、書籍もきれいに陳列されているし、児
童図書も充実しています。私は転勤族でいろいろな図書館に
行きましたが、ここはすばらしいと思います。

利用者
岡田　正

ま さ の ぶ

宣 さん おすすめの１冊『利休にたずねよ』 
著 ： 山本兼一

園
児
と
利
用
者
、思
い
つ
な
が
る

― 

西
本
道
郎
さ
ん

西
本
道
郎
さ
ん
は
、
趣
味

の
古
文
書
の
研
究
の
た

め
、
月
に
何
度
か
図
書
館
を
利

用
し
て
い
ま
す
。 

２
０
１
０
年

冬
の
あ
る
日
、
西
本
さ
ん
は
図

書
館
で
１
枚
の
し
お
り
を
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
の
し
お
り
は
、

山
陽
西
幼
稚
園
の
園
児
ら
が
自

由
な
発
想
で
絵
を
描
き
、
１
カ

月
が
か
り
で
仕
上
げ
た
も
の
で

し
た
。「
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い

し
お
り
で
、
子
ど
も
た
ち
が
み

ん
な
の
た
め
に
作
っ
た
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
ま
す
ま
す
感
動

し
ま
し
た
」。

　

そ
し
て
西
本
さ
ん
は
、
園
児

ら
の
心
優
し
い
行
い
に
、
自
分

も
何
か
お
返
し
を
し
な

け
れ
ば
と
思
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
と
き
、
た

ま
た
ま
家
に
童
謡
の
Ｃ

Ｄ
が
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。「
こ
れ

も
何
か
の
巡
り
合
わ
せ

で
し
ょ
う
。
家
に
置
い

て
お
く
よ
り
は
子
ど
も

た
ち
の
教
育
に
役
立
て

て
も
ら
え
る
と
思
っ
た
の
で
贈

る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。

　

Ｃ
Ｄ
と
西
本
さ
ん
の
感
謝
の

気
持
ち
を
し
た
た
め
た
手
紙
は
、

後
日
、
図
書
館
を
通
じ
て
園
児

ら
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
２
年
た
っ
た
今
で

も
、
西
本
さ
ん
は
そ
の
し
お
り

を
大
切
に
使
っ
て
い
ま
す
。「
と

て
も
純
真
な
絵
で
、
見
て
い
る

と
癒
や
さ
れ
る
ん
で
す
」
と
、

西
本
さ
ん
は
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

山
陽
西
幼
稚
園
か
ら
は
じ

ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、
今

で
は
市
内
の
幼
稚
園
全
体
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

つながり生まれる図書館
図書館といえば本を借りるだけと思いがちです。

しかし、それだけではありません。
図書館はさまざまなつながりを生む場所でもあります。

ここでは、そのつながりを紹介します。

「ずっと使い続けます」と語る西本さん

赤
磐
市
内
に
は
現
在
４
つ

の
市
立
図
書
館
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年

の
図
書
館
年
鑑
に
よ
る
と
、
人

口
４
万
人
以
上
５
万
人
未
満
の

市
区
で
の
年
間
の
館
外
個
人
貸

出
数
が
全
国
で
５
位
と
な
る
な

ど
、
赤
磐
市
の
図
書
館
は
、
全
国

的
に
も
利
用
率
の
高
い
図
書
館

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
岡
山
県
図
書
館
調
査
に

よ
る
と
、
県
内
で
の
２
０
１
１

年
度
の
住
民
１
人
当
た
り
の
貸

出
冊
数
は
久
米
南
町
に
次
い
で

２
位
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で

比
べ
て
み
て
も
高
い
利
用
率
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

赤
磐
市
の
図
書
館

※
数
値
は
２
０
１
０
年
度
実
績
の
も
の
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地
元
の
伝
承
な
ど
も
人
形
劇
で
楽
し
く
伝
え
る

　
　

―

 

赤
坂
ま
る
パ
ン
の
会

図
書
館
で
は
、
現
在

72
人
の
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、

本
の
修
理
や
子
ど
も
向
け

の
お
は
な
し
会
な
ど
で
活

躍
し
て
い
ま
す
。 

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
「
赤

坂
ま
る
パ
ン
の
会
」
は
、

１
９
９
３
年
か
ら
活
動
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
、
来

年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

演
目
は
人
形
劇
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
大
型
紙
芝
居

や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど

多
数
あ
り
ま
す
。
こ
の
会
の
最

大
の
特
長
は
、
手
作
り
の
人
形

で
生
演
奏
に
あ
わ
せ
て
、
録
音

な
し
の
生
の
声
で
公
演
す
る
こ

と
で
す
。「
生
で
や
る
良
さ
は
ア

ド
リ
ブ
も
交
え
て
、
見
て
い
る

人
と
や
り
と
り
を
し
な
が
ら
公

演
で
き
る
こ
と
。
こ
れ
に
、
子

ど
も
た
ち
は
い
つ
も
大
喜
び
で

観
て
く
れ
ま
す
」
と
、
メ
ン
バ
ー

の
一
人
は
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま

す
。

　

そ
ん
な
手
作
り
の
演
目
は
子

ど
も
た
ち
に
は
も
ち
ろ
ん
保
護

者
に
も
大
人
気
。
公
演
を
観
た

こ
と
の
あ
る
親
子
は
「
子
ど
も

と
一
緒
に
見
ま
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
い
人
形
劇
で
す
ね
。
た

だ
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
だ
け

で
な
く
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

の
よ
う
に
、
劇
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
質
問
を
投
げ
か
け
て
き
た
り

し
て
、
子
ど
も
も
大
喜
び
で
し

た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
見
て

み
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

みんなを笑顔にする赤坂まるパンの会の人形劇

　

演
目
の
中
に
は
「
赤
坂
の
伝

説
・
岩
神
さ
ま
」
な
ど
も
あ
り
、

地
元
の
伝
承
を
人
形
劇
で
楽
し

く
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
は
、

本
や
地
域
文
化
と
の
つ
な
が
り

を
育
み
、
図
書
館
に
集
う
人
た

ち
を
笑
顔
に
し
て
い
ま
す
。

　

赤
坂
ま
る
パ
ン
の
会
の
活
動

範
囲
は
広
く
、
図
書
館
や
公
民

館
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

親
子
ク
ラ
ブ
や
老
人
会
な
ど
で

も
出
前
公
演
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、

２
０
０
１
年
に
は
「
岡
山
県
優

良
読
書
グ
ル
ー
プ
」
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
の
赤
坂
公
民
館
ま
つ
り

で
は
、
新
作
『
シ
ン
デ
レ
ラ
』

を
披
露
す
る
と
い
う
赤
坂
ま
る

パ
ン
の
会
。
全
て
手
作
り
の
愉

快
な
人
形
劇
を
、
皆
さ
ん
で
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

新
た
な
つ
な
が
り
の
可
能
性

　
　

―

 

地
域
コ
ー
ナ
ー

図
書
館
は
、
地
域
文
化
の

向
上
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。
中
央
図
書
館
に
は
「
地

域
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
う
展
示
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

市
内
の
公
民
館
グ
ル
ー
プ
や
市

内
に
お
住
ま
い
の
人
、
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
な
ど
の
作
品
を

展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
こ

こ
で
も
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

熊
山
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
熊
山
陶
芸
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年

12
月
に
、
花
瓶
や
皿
な
ど
の
生

活
用
品
や
、
置
物
な
ど
の
個
性

豊
か
な
作
品
を
地
域
コ
ー

ナ
ー
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
図
書
館
を
訪
れ
た

陶
芸
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の

友
人
ら
数
人
か
ら
「
図
書
館

に
飾
っ
て
あ
っ
た
作
品
を
見

た
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た

と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
お
皿
だ
け
で
は

な
く
て
、
こ
う
い
う
独
創
的

な
陶
芸
も
あ
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
、
び
っ
く
り
し
た
」

と
い
う
感
想
が
、
図
書
館
を
訪

れ
た
人
か
ら
出
て
い
た
と
い
う

話
を
図
書
館
の
職
員
か
ら
聞
き
、

自
分
た
ち
の
知
り
合
い
だ
け
で

な
く
、
自
分
た
ち
が
知
ら
な
い

人
た
ち
に
も
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
と
思
う
と
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
地
域
コ
ー
ナ
ー

を
通
し
て
、
展
示
作
品
に
興
味

を
持
っ
た
人
が
、
展
示
し
た
グ

ル
ー
プ
や
個
人
と
交
流
を
深
め

た
り
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

月ごとに展示作品が変わる地域コーナー

読書週間特別企画
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図書館へ行ってみよう
市内の図書館では読書週間にあわせて、イベントが行われます。

（6ページと10ページのイベント案内もぜひご覧ください）

　読書週間中の秋の１日に図書館
まつりを開催します。子どもから
大人まで、楽しい時間を過ごせる
ようなイベントを用意しています。
今年のテーマは「つながり☆キラ
リ」。人とのつながり、本やおはな
しとのつながりなど、図書館まつ
りで新たな「つながり」と出会い
ませんか。

図書館まつり『つながり☆キラリ』

シーガルズと楽しいひと時を
～ストレッチと読み聞かせ～

■午前10時30分～11時30分
　今年の図書館まつりには、現在赤
磐市の山陽ふれあい公園体育館を
中心に活動し、バレーボール女子Ｖ・
プレミアリーグで活躍中の「岡山シー
ガルズ」のメンバーが参加。シーガル
ズのメンバーと簡単ストレッチを楽し
みませんか。メンバーによる絵本の読
み聞かせもあります。

糸あやつり人形

■午後1時～2時
■出演／糸あやつり人形劇グループ
　　　　「つきみ草」
■演目／糸あやつり人形劇「クワン 
　　　　クワン」ほか、腹話術など
　今年の喜之助フェスティバルにも参
加した「つきみ草」の皆さんが、幼児か
ら高齢の人まで楽しめる演目を持って
赤磐市へ来てくれます。

ミニ☆コンサート

■午後2時15分～3時15分
■出演／小堀佳代子さんとお友だち
■演目／クラシック名曲メドレー、
　　　　七つの子、浜辺の歌、
　　　　となりのトトロ  など
　たくさんの楽器が登場する愉しいミニ
コンサートです。曲目も、皆さんにおなじ
みの曲ばかりです。

◎日時／ 10 月 27 日㈯　　◎場所／中央図書館多目的ホール

おもしろ工作

■午後3時30分～4時30分
　紙ヒコーキを作って飛ばしてみま
しょう。ほかにもおもしろ工作にチャレ
ンジ。何ができるかは来てのお楽しみ
です。

※10月2日から31日までの期間、市
内の図書館で『つながり☆キラリ』
をテーマに本の展示を行います。
どうぞお出かけください。

（申し込み不要・参加費無料）

1

3

2 4

みんなでおはなしを楽しもう！

前回の図書館まつりの様子

職員

　私が常に心がけているのは笑顔です。本や雑誌を借りる、新聞を読
む、ＤＶＤの視聴をする、そして暮らしの中で生まれた疑問や課題を解
決するためなど、いろいろな目的で図書館へ来られる皆さんに、気持
ちよく利用していただくためには、笑顔で接することはとても大切なこ
とだと思っています。
　また、世の中にはすばらしい本がたくさんあります。その本と皆さん
との橋渡し役となり、皆さんと本の出会いをお手伝いさせていただく
ことも私の大きな仕事です。皆さんに本の世界のすばらしさをお伝え
することができたら幸せです。皆さんのご来館をお待ちしています。

三宅　康
や す え

栄 さん 図書館司書／おすすめの１冊『ラヴ・ユー・フォー
エバー』作 ： ロバート・マンチ、訳 ： 乃木りか

読書週間特別企画
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本
を
通
じ
て
の
つ
な
が
り
、

図
書
館
を
通
じ
て
の
つ
な
が
り
、

利
用
者
を
通
じ
て
の
つ
な
が
り
。

図
書
館
に
は
つ
な
が
り
が
溢
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り
は
私
た
ち
の
生
活
に

輝
き
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

10
月
27
日
か
ら
11
月
９
日
は
読
書
週
間
。

ま
ず
は
本
と
の
つ
な
が
り
を
も
と
め
て

図
書
館
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

も
し
か
す
る
と
そ
こ
で
は
、

あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
出
会
い
や
つ
な
が
り
が
、

私
た
ち
を
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

広
が
る
つ
な
が
り

読書週間特別企画

広がるつながり
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図書館通信
LIBRARY NEWS

『秋桜』（90分）
　「俳句でイジメが解決できるだろうか？」という奇抜
なテーマを軸に思春期の少女たちが俳句を通じて友
情を深めていく物語。別府を舞台にふと懐かしさを感
じさせる癒しの映画。
■日時　10月20日㈯　午後2時～
■場所　中央図書館 多目的ホール
■申し込み　不要　　　■参加費　無料

きらり☆しあたー：おとな版 映画上映会

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

●利用案内
♢開館時間…午前10時～午後6時（中央図書館だけ木曜日は午後8時まで開館）

♢図書館休館日…毎週月曜日／館内整理日（12月を除く毎月最終金曜日）／
　年末年始（12月28日～１月４日）／特別整理期間
★はじめて本を借りるときはカウンターで「利用者カード」を作ってください。免許証、健康

保険証、生徒手帳など住所、氏名が確認できるものをお持ちください。
　※市内に在勤・在学の人は勤務先・通学先がわかるものが必要です。
　※小学生以下は、保護者が申請してください。

■10月の休館日

赤磐市内全図書館休館日
●各図書館の問い合わせ先

♢中央図書館…☎955-0076／FAX 955-0083　　　♢赤坂図書館…☎957-2212／FAX 957-9450

♢熊山図書館…☎995-1273／FAX 995-3823　　　♢吉井図書館…☎954-9200／FAX 954-9201

『消費生活』（全3回）
　毎日の生活の中でのちょっと気になる身近なことに
ついて学んでみませんか。
■日時・内容
　第1回…10月24日㈬　午前10時30分～正午
　　　　　「食卓の安心安全・お買物の安心安全（食品表示・景品表示）」
　第2回…11月14日㈬　午前10時30分～正午
　　　　　「ネット・ケータイトラブル」
　第3回…12月12日㈬　午前10時30分～正午
　　　　　※お子さん同伴OK
　　　　　「子どもを事故から守る・子どもサポート情報（幼児～小学生）」
■場所　中央図書館 多目的ホール
■講師　安東　裕子さん（消費生活相談員）
■申し込み　不要　　　■参加費　無料

	 図書館知っトク講座

おすすめ本
海上自衛隊のめちゃうまカレーレシピ４８
●新人物往来社／編
●海上自衛隊／協力
●新人物往来社／出版

今月の

超・超面白くて眠れなくなる数学
●桜井　進／著

●PHP研究所／出版

男女１１００人の「キズナ系親孝行、始めました。」
●牛窪　恵／著

●河出書房新社／出版

魔法のペットボトルで手軽にフィットネス
●斎藤 道雄／著
●黎明書房／出版

一般書編

『学校の怪談～恐怖の学校編～』（46分）
　もう怖くて眠れない！「花子さん 太郎さん やみ子さ
ん」「四次元婆」「みたなあ～」など全９話を上映。きみ
はこの怖さにたえられるかな？
■日時　10月27日㈯　午後１時～１時50分
■場所　吉井図書館2階 視聴覚室
■申し込み　不要　　　■参加費　無料

アニメ映画会

　期間中に本を借りた人にスタンプを１つ押します。ス
タンプが５つ集まった人に図書館オリジナルグッズをプ
レゼント！
■日時　10月16日㈫～11月29日㈭
■場所　赤坂・熊山・吉井図書館

図書館スタンプラリー～赤坂・熊山・吉井図書館～

　図書館で不用になった雑誌や書籍を差し上げます。
各館で内容が異なりますので、詳しくは各図書館にお
尋ねください。
※中央図書館のみ、ご家庭で不用に

なった本をお持ちになることもで
きます（持ち込みは開催期間中に
限ります）。

■期間　10月19日㈮～21日㈰

リサイクルＢＯＯＫフェア～中央・赤坂・熊山・吉井図書館～
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図
書
館

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

市
政
情
報

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
適
切
な
応
急
手
当

て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
（
受
講
者
が
少
数
の
場

合
、
や
む
を
得
ず
中
止
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
）。

■
日
時
／
10
月
28
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
磐
市
消
防
本
部
２

階
会
議
室

■
受
講
人
数
／
10
人
程
度

■
申
込
期
限
／
10
月
19
日
㈮

■
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
／
消
防

本
部
警
防
課
救
急
係

　

平
成
25
年
２
月
17
日
㈰
開
催

の
朗
読
会
で
、
①
永
瀬
清
子
の

詩
を
朗
読
す
る
人
、
②
永
瀬
清

子
作
詩
の
合
唱
曲
を
合
唱
す
る

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

　
永
瀬
清
子
の
詩
が
好
き
な
人
、

朗
読
や
合
唱
に
興
味
が
あ
る
人

な
ど
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

②
市
立
公
民
館
の
登
録
グ
ル
ー

プ
ま
た
は
桜
が
丘
い
き
い
き

交
流
セ
ン
タ
ー
登
録
グ
ル
ー

プ
■
募
集
人
員

①
２
人
程
度
（
グ
ル
ー
プ
参
加

の
場
合
は
１
グ
ル
ー
プ
）

②
１
グ
ル
ー
プ

■
申
込
締
め
切
り
日

　
10
月
26
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」
係

■
テ
ー
マ
／
創
業
準
備
を
ば
っ

ち
り
行
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

（
３
日
間
コ
ー
ス
）

■
日
時
・
概
要

①
10
月
14
日
㈰　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
／
商
売
の
王
道
と

赤
磐
地
域
で
活
躍
す
る
先
輩

創
業
者
講
話

②
10
月
21
日
㈰　

午
前
９
時
〜

午
後
４
時
／
事
業
計
画
の
作

成
③
10
月
28
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時
30
分
／
事
業
計
画
総
仕

上
げ
・
発
表

■
場
所
／
赤
磐
商
工
会
本
部
２

階
（
下
市
３
５
７
-７
）

■
対
象
／
開
業
を
検
討
し
て
い

る
人
、
開
業
し
て
１
年
以
内

の
人

■
定
員
／
10
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
／
１
０
０
０
円
（
全

日
程
分
・
テ
キ
ス
ト
代
込
）

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
商
工
会
（
担
当
／
近
藤
・

松
本
・
千
葉
）

　
☎
（
９
５
５
）
０
１
４
４

　

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省

が
行
政
相
談
制
度
を
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
全

国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

相
談
内
容
は
、
国
な
ど
の
仕

事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
や
苦
情
、

ご
意
見
や
ご
要
望
な
ど
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
総
務
省
岡
山
行
政
評

価
事
務
所
で
は
、
年
間
を
通
じ

て
、
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

■
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）１
１
０
０

　

赤
磐
市
担
当
の
行
政
相
談
員

は
、
定
期
的
に
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

•
山
陽
地
域
行
政
相
談
員

　
高
畑　
知
功

•
赤
坂
地
域
行
政
相
談
員

　
冨
山　
益
次

•
熊
山
地
域
行
政
相
談
員

　
難
波　
芳
美

•
吉
井
地
域
行
政
相
談
員

　
杉
本　
宗
義

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
協
働

推
進
課
、
各
支
所
市
民
生
活

課

■電話番号一覧 ※情報ボックス内でお知らせする市役所関係の電話番号は下記のとおりです。

●本庁代表…………………☎ 955-1111

　▷協働推進課……………☎ 955-1114

　▷健康増進課……………☎ 955-1117

　▷商工観光課……………☎ 955-6175

●赤坂支所代表……………☎ 957-2222

　▷市民生活課……………☎ 957-2226

　▷健康福祉課……………☎ 957-4822

●熊山支所代表……………☎ 995-1211

　▷市民生活課……………☎ 995-1214

　▷健康福祉課……………☎ 995-1293

　▷産業建設課……………☎ 995-1217

●吉井支所代表……………☎ 954-1111

　▷市民生活課……………☎ 954-1183

　▷健康福祉課……………☎ 954-1374

●教育委員会
　▷社会教育課……………☎ 955-0783

　▷山陽郷土資料館………☎ 955-0710

　▷熊山分室………………☎ 995-1360

●消防本部…………………☎ 955-2244

　▷警防課救急係…………☎ 955-2254

●
募
集

救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

●
募
集

第
16
回
朗
読
会「
永
瀬
清
子
の

詩
の
世
界
」市
民
出
演
者
募
集

●
お
知
ら
せ

10
月
15
日
か
ら
21
日
は

行
政
相
談
週
間

●
募
集

商
売
を
し
た
い
と
お
考
え
の

人
必
聴
！
受
講
者
募
集
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特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
た
め

の
健
診
で
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
自
覚
症
状
が

無
い
場
合
が
多
く
、
放
っ
て
お

く
と
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
、
糖

尿
病
な
ど
後
々
重
大
な
病
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

健
診
結
果
か
ら
生
活
習
慣
改

善
を
お
勧
め
す
る
人
に
は
保
健

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
参
加
し

た
多
く
の
人
が
生
活
習
慣
を
改

善
し
、
体
重
を
減
ら
す
こ
と
に

成
功
し
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
市
内
の
国
保
加
入

者
へ
の
特
定
健
診
は
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
各
地
区
を
巡
回
す

る
集
団
健
診
は
10
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
日
程
と
場
所
は
け
ん

こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
同
時
に
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
と
前
立
腺
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
健
診
の
種
類

〈
特
定
健
診
〉

■
健
診
内
容
／
身
体
測
定
、
血

圧
測
定
、
血
液
検
査
、
腹
囲

測
定
、
尿
検
査
、
内
科
診
察

■
対
象
者
／
市
内
の
国
保
加
入

者
（
健
診
受
診
日
に
資
格
が

あ
る
人
）
で
40
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人

■
持
参
品
／
受
診
券
、
保
険
証
、

尿
、
昨
年
度
の
健
診
結
果
、

健
康
手
帳

■
料
金
／
１
３
０
０
円

〈
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
〉

■
検
査
内
容
／
血
液
検
査
（
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
）

■
対
象
者
／
40
歳
以
上
70
歳
以

下
で
、
こ
れ
ま
で
に
こ
の
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

■
料
金
／
Ｂ
型
・
Ｃ
型
６
０
０

円
、
Ｃ
型
の
み
５
０
０
円
、

Ｂ
型
の
み
１
０
０
円
（
70
歳

は
無
料
）

〈
前
立
腺
が
ん
検
診
〉

■
検
診
内
容
／
血
液
検
査
（
Ｐ

Ｓ
Ａ
値
測
定
）

■
対
象
者
／
50
歳
以
上
の
男
性

■
持
参
品
／
健
康
手
帳

■
料
金
／
７
０
０
円
（
70
歳
以

上
無
料
）

◎
共
通
事
項

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
健
康

増
進
課
、
各
支
所
健
康
福
祉

課

　

市
で
は
乳
幼
児
等
医
療
費
助

成
制
度
の
対
象
年
齢
を
、
中
学

３
年
生
ま
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
大
切
な
税
金
を
財
源
と
し
て

い
ま
す
。
必
要
な
人
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
適
正
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
医
療
費
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
医

療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
際
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◎
で
き
る
だ
け
診
療
時
間
内
に

　
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

軽
い
症
状
で
も
夜
間
や
休
日

に
病
院
の
救
急
外
来
を
コ
ン
ビ

ニ
の
よ
う
に
気
軽
に
利
用
す
る

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
が
増
え
て
い

ま
す
。
休
日
や
夜
間
に
開
い
て

い
る
救
急
医
療
機
関
は
、
緊
急

性
の
高
い
患
者
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
も
の
で
す
。
緊
急
性
が

な
い
の
に
夜
間
や
休
日
の
時
間

外
に
安
易
に
受
診
す
る
と
、
緊

急
性
の
高
い
患
者
の
治
療
に
支

障
が
生
じ
た
り
、
割
増
料
金
で

医
療
費
が
高
く
な
り
ま
す
。
平

日
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
、
も
う
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
「
か
か
り
つ
け
医
」
を

　
も
ち
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
は
、
医
療

費
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
同

じ
よ
う
な
検
査
が
繰
り
返
さ
れ

た
り
、
薬
や
処
置
が
重
複
す
る

こ
と
で
体
に
負
担
を
か
け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
安
心

し
て
受
診
で
き
る
「
か
か
り
つ

け
医
」
を
決
め
て
お
き
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
は

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

◎
小
児
救
急
電
話
相
談
を

　
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

休
日
・
夜
間
に
子
ど
も
の
急

な
病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、

小
児
緊
急
電
話
相
談
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
小
児
科
の
医
師

や
看
護
師
か
ら
症
状
に
応
じ
た

適
切
な
対
処
の
仕
方
な
ど
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
電
話
番
号

　
☎
♯
８
０
０
０

　
☎
０
８
６（
２
７
２
）９
９
３
９

■
相
談
時
間
／
午
後
７
時
〜
11

時
（
月
〜
金
）、
午
後
６
時
〜

11
時（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
健
康

増
進
課

　

体
や
心
の
こ
と
で
気
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
健
師
や
栄
養
士
が
健
康
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
時
間
／
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
先
／
本
庁
健
康

増
進
課
、
各
支
所
健
康
福
祉

課
　

出
産
や
手
術
で
の
大
量
出
血

な
ど
の
際
に
、
特
定
の
血
液
製

剤
を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
た
人
に
、
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
相
談

窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
請
求
期
限
／
平
成
25
年
１
月

15
日

■
問
い
合
わ
せ
先

●
お
知
ら
せ

医
療
機
関
の
負
担
軽
減・医
療
費
削

減
の
た
め
適
正
受
診
に
ご
協
力
を

●
お
知
ら
せ

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

●
お
知
ら
せ

特
定
肝
炎
の
請
求
手
続
き

●
お
知
ら
せ

受
け
よ
う
特
定
健
診・肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査・前
立
腺
が
ん
検
診

広報あかいわ（平成24年10月号） 8
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第2駐車場（軽部小学校）

第3駐車場（赤坂中学校）
宇野バス 赤坂中学校前

赤磐市赤坂支所

赤坂公民館
宇野バス 軽部下

赤坂レイクサイド
カントリークラブ

岡山東農協赤坂支店

第1駐車場

↑吉井方面

熊山方面→
山陽方面↓

会場（赤坂ファミリー公園）

会場
（サッポロワイン㈱
　岡山ワイナリー）

27

53

•
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口

　
☎
０
１
２
０（
５
０
９
）０
０
２

　
（
平
日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
）

■
日
時
／
11
月
10
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
岡
山
県
備
中
県
民
局

会
議
棟
１
階
会
議
室
（
倉
敷

市
羽
島
１
０
８
３
）

※
事
前
予
約
は
不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
く
ら
し
安
全
安
心
課

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）７
３
４
６

〈
山
陽
支
部
文
化
祭
の
ご
案
内
〉

　

赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
支
部

会
員
に
よ
る
展
示
と
舞
台
発
表

で
す
。

■
日
時
／
10
月
27
日
㈯
〜
28
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
発
表
の
部

•
27
日
㈯
…
午
後
３
時
30
分
〜

６
時
30
分

•
28
日
㈰
…
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館

〈
芸
術
鑑
賞
の
集
い
〉

■
日
時
／
10
月
27
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
開
演

■
内
容
／
大
蔵
流
茂
山
千
五
郎

家
一
門
に
よ
る
『
狂
言
』
〜

清
水
、
水
掛
聟
〜

■
入
場
料
／
大
人
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
３
０
０
円

■
場
所
／
中
央
公
民
館
大
集
会
室

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
市
文
化
協
会
山
陽
支
部

　
☎
０
９
０（
７
９
９
２
）０
２
９
６

〈
文
化
協
会
会
員
募
集
中
〉

　

赤
磐
市
文
化
協
会
で
は
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

会
に
は
一
人
か
ら
で
も
入
会

で
き
、
活
動
拠
点
は
赤
磐
市
内

で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
会
費
は
、
支
部
ご
と

に
５
０
０
円
（
年
額
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
市
文
化
協
会
事
務
局

　
☎（
９
５
５
）０
７
８
３

　

あ
か
い
わ
祭
り
は
、
地
域
の

特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
市
民
の
ふ

れ
あ
い
と
交
流
・
市
内
産
業
の

活
性
化
と
振
興
を
図
る
た
め
、

赤
磐
市
・
赤
磐
商
工
会
・
サ
ッ

ポ
ロ
ワ
イ
ン
㈱
岡
山
ワ
イ
ナ

リ
ー
・
赤
磐
市
観
光
協
会
が
開

催
す
る
赤
磐
市
を
元
気
に
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
ご
当
地
ア
イ

ド
ル
の
『
ピ
ー
☆
ス
カ
ッ
ト
』

を
は
じ
め
、
美
空
ひ
ば
り
や

田
村
正
和
の
モ
ノ
マ
ネ
で
有
名

な
『
ツ
ー
ト
ン
青
木
』
に
よ
る

シ
ョ
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
内
で
は
Ｂ
級
グ
ル
メ
や

地
元
特
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

が
並
び
、
一
日
中
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
３
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
３
時

　
※
少
雨
決
行

■
場
所
／
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公

園
多
目
的
広
場
、
サ
ッ
ポ
ロ

ワ
イ
ン
㈱
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

■
内
容
／
ツ
ー
ト
ン
青
木
も
の

ま
ね
ラ
イ
ブ
、ピ
ー
☆
ス
カ
ッ

ト
（
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
）
ラ

イ
ブ
、
チ
ム
チ
ム
サ
ー
ビ
ス

（
お
笑
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

ほ
か

※
内
容
は
一
部
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

■
駐
車
場
／
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー

公
園
、
軽
部
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
赤
坂
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
※
赤
坂
中
学
校
か
ら

は
会
場
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
あ
か
い
わ

祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局（
本

庁
商
工
観
光
課
内
）

　

新
酒
の
誕
生
を
祝
う
「
是
里

ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
ト
」
を
ド
イ
ツ

の
森
で
開
催
し
ま
す
。
家
族
み

ん
な
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
新
聞
折
り
込
み
で

配
布
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
11
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
岡
山
農
業
公
園
ド
イ

ツ
の
森

■
そ
の
他
／
市
民
は
、
市
民
パ

ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
無

料
で
入
場
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

•
是
里
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
ト
実
行
委

員
会
事
務
局
（
ド
イ
ツ
の
森
内
）

　
☎（
９
５
８
）２
１
１
１

•
本
庁
商
工
観
光
課

■
日
時
／
10
月
６
日
㈯
〜
８
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
展
示
の
部
の
一
部
は
10
月
15

日
ま
で

■
場
所
／
熊
山
英
国
庭
園
内

■
内
容
／
写
真
、
日
本
画
等
展

示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

花
の
販
売
、
歌
な
ど

◎
英
国
庭
園
情
報

■
入
園
／
無
料

■
駐
車
場
／
80
台

■
開
園
時
間
／
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

■
休
園
日
／
毎
週
水
曜
日

●
お
知
ら
せ

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

●
催
し

あ
か
い
わ
祭
り

●
お
知
ら
せ
・
催
し

赤
磐
市
文
化
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
催
し

是
里
ワ
イ
ン
フ
ェ
ス
ト

●
催
し

熊
山
英
国
庭
園
秋
祭
り

◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、7ページの電話番号一覧をご覧ください。
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情報ボックス
INFORMATION BOX

情報ボックス
INFORMATION BOX

●絵本はともだち 毎週水曜日 午前10時30分～11時
●おはなしかい 毎週土曜日 午前10時30分～11時、毎月第1・2日曜日 午後2時～2時30分
●リサイクルBOOKフェア 19日㈮～21日㈰ 午前10時～午後6時
●きらり☆しあたー 20日㈯ 午後2時～
●民話の寺小屋（子ども向け民話の語り） 21日㈰ 午後2時～2時30分
●図書館知っトク講座「消費生活」 24日㈬ 午前10時30分～正午　
●図書館まつり 27日㈯ 10時30分～16時30分

●ブックんのおはなしかい 6日㈯・20日㈯ 午前11時～11時30分
●ちいさなおはなしかい 10日㈬・24日㈬ 午前11時～11時20分
●図書館スタンプラリー 16日㈫～11月29日㈭ 午前10時～午後6時
●リサイクルBOOKフェア 19日㈮～21日㈰ 午前10時～午後6時

●なかよしタイム 9日㈫ 午前10時～正午
●図書館スタンプラリー 16日㈫～11月29日㈭ 午前10時～午後6時
●リサイクルBOOKフェア 19日㈮～21日㈰ 午前10時～午後6時
●おはなしのおへや 20日㈯ 午前11時～11時30分

●おはなし会 13日㈯・27日㈯ 午前11時～11時45分
●図書館スタンプラリー 16日㈫～11月29日㈭ 午前10時～午後6時
●おはなしだいすき☆えほんといっしょ 17日㈬ 午前11時～11時45分
●リサイクルBOOKフェア 19日㈮～21日㈰ 午前10時～午後6時　
●アニメ映画会 27日㈯ 午後1時～1時50分

●無料観望会　6日㈯ 午後7時～10時

中央図書館（☎955-0076）

赤坂図書館（☎957-2212）

熊山図書館（☎995-1273）

吉井図書館（☎954-9200）

竜天天文台公園（☎958-2321）

月のイベント案内10 E V E N T  G U I D E  O N  O C T O B E R

田中　修實 先生
（元就実短期大学教授）

■
問
い
合
わ
せ
先

•
熊
山
英
国
庭
園

　
赤
磐
市
殿
谷
１
７
０
-１

　
☎（
９
９
５
）９
３
０
０

•
熊
山
支
所
産
業
建
設
課

　
（
平
日
業
務
時
間
内
）

　

周
匝
堤
防
で
コ
ス
モ
ス
・
案

山
子
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
魚
の
つ
か
み
ど
り
大

会
や
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

テ
ン
ト
村
で
は
、
い
も
煮
の

無
料
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
焼

き
そ
ば
や
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
な

ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
で
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
10
月
７
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
／
赤
磐
市
周
匝
「
吉
井

川
堤
防
周
匝
橋
付
近
」

■
主
催
／
赤
磐
市
周
匝
コ
ス
モ

ス
ま
つ
り
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

•
赤
磐
市
周
匝
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

実
行
委
員
会　
高
見

　
☎
０
９
０（
３
１
７
２
）３
５
８
０

　
☎（
９
５
４
）０
６
４
６

　

岡
山
県
文
化
連
盟
主
催
「
吉

井
川
流
域
今
昔
写
真
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

明
治
以
降
に
撮
影
さ
れ
た
、

吉
井
川
流
域
の
自
然
・
産
業
・

く
ら
し
・
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
捉
え
た
写
真
約

１
５
０
点
に
よ
る
写
真
展
で
す
。

　

流
通
・
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
吉
井
川
と
と
も
に
発
展
し
て

き
た
流
域
エ
リ
ア
の
貴
重
な
写

真
の
数
々
を
こ
の
機
会
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
津
山
会
場

•
津
山
市
立
文
化
展
示
ホ
ー
ル

（
ア
ル
ネ
津
山
）

•
11
月
1
日
㈭
〜
5
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
岡
山
会
場

•
西
大
寺
緑
化
公
園　

体
験
学

習
施
設
・
百
花
プ
ラ
ザ

•
11
月
22
日
㈭
〜
25
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

　

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
中
世
赤
磐
の
荘
園
に
つ

い
て
、
市
内
在
住
の
元
就
実
短

期
大
学
教
授
の
田
中
修
實
先
生

に
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
の
赤
磐
市
域
に
あ
っ
た

赤
坂
郡
の
鳥
取
庄
・
軽
部
庄
・

仁
堀
保
・
周
匝
保
を
は
じ
め
磐

梨
郡
の
可
真
郷
な
ど
、
中
世
と

い
う
時
代
を
紐
解
き
な
が
ら
、

個
々
の
荘
園
の
実
像
に
せ
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
平
安
時
代
か
ら

室
町
時
代
の
赤
磐
に
ワ
ー
プ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
11
月
10
日
㈯

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場
所
／
中
央
図
書
館

■
定
員
／
50
人
（
先
着
順
）　　

■
対
象
／
一
般

■
主
催
／
教
育
委
員
会
、
山
陽

郷
土
資
料
館

●
催
し

第
15
回
コ
ス
モ
ス・案
山
子
ま
つ
り

●
催
し

「
吉
井
川
流
域
今
昔
写
真
展
」

の
開
催
に
つ
い
て

●
催
し

山
陽
郷
土
資
料
館
ふ
る
さ
と
歴
史

セ
ミ
ナ
ー「
中
世
赤
磐
の
荘
園
」

広報あかいわ（平成24年10月号）10
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◎市役所関係の問い合わせ先などの電話番号は、7ページの電話番号一覧をご覧ください。

■
受
講
料
／
無
料

■
申
込
方
法
／
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
で
申
し
込
み

■
申
込
締
め
切
り
日
／
11
月
8
日
㈭

■
申
し
込
み
先
／
山
陽
郷
土
資

料
館

　
「
障
が
い
」
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
に
東
備
福
祉
フ
ェ
ア
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
松
山
ケ
ン
イ
チ
主

演
の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
を
題
材
と
し
た
映
画
『
ウ
イ

ニ
ン
グ
・
パ
ス
』
を
無
料
上
映
。

あ
わ
せ
て
当
作
品
の
映
画
監
督

の
中
田
新
一
さ
ん
の
講
演
を
行

い
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
20
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
／
中
央
公
民
館

■
内
容

•
映
画
上
映
『
ウ
イ
ニ
ン
グ
・

パ
ス
』、
映
画
監
督
の
中
田
新

一
さ
ん
の
講
演
会

　
開
場
／
午
後
12
時
30
分
〜

　

講
演
に
引
き
続
き
、
映
画
を

上
映
し
ま
す
。

•
車
い
す
体
験
、
幻
聴
疑
似
体

験
な
ど
が
で
き
る
障
が
い
体

験
コ
ー
ナ
ー

•
福
祉
事
業
所
や
各
団
体
の
Ｐ

Ｒ
展
示
、
模
擬
店

•
相
談
コ
ー
ナ
ー

※
３
歳
以
上
が
対
象
の
託
児

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
来
場
で

き
ま
す
。

■
主
催
／
東
備
地
域
自
立
支
援

協
議
会
、
赤
磐
市
、
備
前
市
、

和
気
町

■
問
い
合
わ
せ
先

•
東
備
地
域
自
立
支
援
協
議
会

事
務
局
（
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー　
パ
レ
ッ
ト
内
）

　
☎
０
８
６
９（
６
３
）７
２
０
０

　
FAX
０
８
６
９（
６
３
）７
５
０
０

　

tobi-j@
m

x52.tiki.ne.jp

■
日
時
／
10
月
６
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
（
小
雨
決
行
）

■
場
所
／
岡
山
県
農
林
水
産
総

合
セ
ン
タ
ー
（
赤
磐
市
神
田

沖
１
１
７
４
-１
）

■
内
容

◎
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
一
般
公
開

•
展
示
（
業
務
紹
介
・
種
苗
生

産
さ
れ
た
魚
種
の
展
示
な
ど
）

•
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
野
菜
や
果

樹
等
の
栽
培
技
術
相
談
、
新

規
就
農
相
談
）

•
体
験
イ
ベ
ン
ト
（
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
手
作
り
体
験
、
木
工

体
験
ほ
か
）

※
簡
易
土
壌
診
断
を
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
畑
の
土

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
大
学
校
収
穫
祭

•
農
産
物
販
売

•
体
験
イ
ベ
ン
ト
（
農
大
生
と

の
餅
つ
き
体
験
）

•
学
生
イ
ベ
ン
ト
（
和
太
鼓
演

奏
や
バ
ン
ド
演
奏
、
バ
ザ
ー

な
ど
）

■
主
催
／
岡
山
県
農
林
水
産
総

合
セ
ン
タ
ー
・
農
業
大
学
校

収
穫
祭
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎（
９
５
５
）０
２
７
３

　

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」
で

す
。
そ
こ
で
、
10
月
13
日
㈯
に

無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
日
時
／
10
月
13
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

※
予
約
不
要

■
場
所
／
中
央
公
民
館
３
階
第

３
会
議
室

■
相
談
内
容
／
登
記
、
相
続
、

遺
言
、
老
後
の
財
産
管
理
、

借
金
整
理
、
悪
質
商
法
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

•
岡
山
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
６（
２
２
６
）０
４
７
０

　

赤
磐
市
は
桃
の
名
産
地
と
し

て
有
名
で
す
が
、
そ
の
歴
史
は

古
く
弥
生
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。
企
画
展
で
は
、
用
木

山
遺
跡
（
赤
磐
市
山
陽
に
あ
っ

た
弥
生
時
代
の
遺
跡
）
出
土
の

桃
の
種
を
は
じ
め
と
し
て
、
広

く
桃
に
関
係
す
る
事
柄
を
展
示

し
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
26
日
㈮
〜
12
月

９
日
㈰

■
場
所
／
山
陽
郷
土
資
料
館

■
休
館
日
／
月
曜
日
、
祝
日

■
内
容

①
岡
山
の
桃
栽
培
の
先
覚
者
小

山
益
太
（
赤
磐
市
稗
田
出
身
）

ほ
か

②
『
古
事
記
』
に
記
さ
れ
た
桃

の
名
「
意
富
加
牟
豆
美
命
（
お

ほ
か
む
ず
み
の
み
こ
と
）
桃

に
は
邪
気
を
は
ら
う
霊
力
が

あ
る
こ
と
」 

③
桃
を
歌
っ
た
短
歌　

岡
野
直

七
郎
（
赤
磐
市
西
中
出
身
）

ほ
か 

④
桃
太
郎
ほ
か 

■
主
催
／
市
教
育
委
員
会
、
山

陽
郷
土
資
料
館

※
10
月
18
日
㈭
〜
25
日
㈭
ま
で

展
示
準
備
の
た
め
臨
時
休
館

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
山
陽
郷
土

資
料
館

●
催
し

農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア

●
催
し

東
備
福
祉
フ
ェ
ア

●
催
し

司
法
書
士
無
料
相
談
会

●
催
し

赤
磐
市
山
陽
郷
土
資
料
館
企
画
展

「
赤
磐 

桃
も
の
が
た
り
」
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［
問
い
合
わ
せ
先
］

⃝
本
庁
健
康
増
進
課

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
（
９
５
５
）
１
１
１
７

⃝
赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
７
）
４
８
２
２

⃝
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
９
５
）
１
２
９
３

⃝
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
（
９
５
４
）
１
３
７
４

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ・肺
炎
球
菌
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

の
時
期
が
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か

ら
の
健
康
管
理
に
加
え
て
、
予

防
接
種
も
有
効
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
が
行
う
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
予
防
接
種
対
象
者

予
防
接
種
日
に

①
赤
磐
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
満

65
歳
以
上
の
人

②
赤
磐
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
満

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
や
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
障
害
や
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障

害
が
あ
る
人

◇
持
参
品

　

住
所
と
年
齢
の
確
認
が
で
き
る

も
の
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
対
象
者
②
の
人
に
つ
い
て
は
、

疾
病
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

か
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
な

ど
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

◇
実
施
期
間

　
10
月
１
日
～
平
成
25
年
１
月
31
日

※
冬
季
の
流
行
に
備
え
、
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
自
己
負
担
額　
１
８
０
０
円

※
生
活
保
護
費
を
受
給
し
て
い
る

人
は
無
料
で
接
種
で
き
ま
す

が
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
接
種
回
数　
１
回

◇
委
託
医
療
機
関

　

市
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

は
表
１
の
と
お
り
で
す
。
赤
磐
市

以
外
の
県
内
協
力
医
療
機
関
で
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
薬
が
効
か
な
い
耐
性
菌
が

増
え
て
き
て
お
り
、
予
防
接
種
に

よ
る
予
防
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
場
合
は
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
予
防
接
種
対
象
者

①
赤
磐
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
満

75
歳
以
上
の
人

②
赤
磐
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
満

60
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
や
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
の
機

能
障
害
や
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
障

害
が
あ
る
人

◇
持
参
品

　

住
所
と
年
齢
の
確
認
が
で
き
る

も
の
（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
対
象
者
②
の
人
に
つ
い
て
は
、

疾
病
に
関
す
る
医
師
の
診
断
書

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
の
写

し
な
ど
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
。

◇
補
助
金
額　
３
０
０
０
円

※
差
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
補
助
回
数　
生
涯
で
１
回
の
み

◇
委
託
医
療
機
関

　

市
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機
関

は
表
１
と
表
２
の
と
お
り
で
す
。

※
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

表
の
医
療
機
関
で
し
か
補
助
で

き
ま
せ
ん
。
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図
書
館

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

市
政
情
報

＜表1＞ インフルエンザ・肺炎球菌予防接種 委託医療機関一覧表

医療機関名 医療機関所在地 ＴＥＬ
予　　約

インフル 肺炎
赤磐医師会病院 下市187-1 955-6688 要 要
あかいわファミリークリニック 河本1143 955-9251 不要 要
あまの耳鼻咽喉科医院 日古木795-1 955-8191 不要 実施しない
うえの内科小児科医院 桜が丘西4-1-11 956-0505 不要 要
おおくま皮ふ科医 岩田3-1 955-8812 要 要
梶原内科医院 桜が丘西7-15-31 955-3750 不要 要
小坂内科医院 山陽4-13-3 955-3344 不要 要
桜が丘クリニック 桜が丘西6-3-13 955-8025 不要 要
幸ヶ峯クリニック 長尾15 955-0815 要 実施しない
山陽クリニック 上市141-1 955-7111 不要 要
戸田小児科医院 山陽7-4-2 955-3121 要 要
ふよう内科クリニック 西中1188-01 955-7110 不要 要
マスカット整形外科医院 穂崎851-1 229-2611 要 要
三島内科医院 西中783-1 955-5311 要 要
山本クリニック 五日市245-4 955-8868 要 要
吉井医院 山陽1-4-6 955-5515 不要 要
越宗医院 西窪田523-1 957-3035 不要 要
桜井内科 山口160-3 957-3012 要 要
道満医院 町苅田920 957-2111 不要 要
戸川クリニック 西軽部211-1 957-3057 不要 要
森医院 惣分28 957-2400 不要 要
赤磐市立赤磐市民病院 松木633-1 995-1251 不要 要
景山医院 河田原1-4 995-2299 不要 要
さくら整形クリニック 桜が丘東4-4-471 995-9720 要 要
赤磐市国民健康保険 是里診療所 是里3121-1 954-0183 要 要
赤磐市国民健康保険 佐伯北診療所 塩木14 954-2032 不要 要
米井医院 周匝1452-1 954-0550 不要 要

＜表2＞ 赤磐市外で肺炎球菌予防接種を受けられる医療機関一覧表
医療機関名 医療機関所在地 ＴＥＬ 予　　約

粟井内科医院

岡
山
市
東
区
瀬
戸
町

万富622-1 953-0617 要
石原医院 瀬戸77 952-0162 要
岩藤胃腸科・外科・歯科クリニック 沖343 952-1166 要
近藤内科 宗堂597 953-1610 要
鈴木医院 光明谷210-2 952-0205 要
東部脳神経外科 東備クリニック 光明谷203-1 952-5252 不要
長島病院 瀬戸40-1 952-1355 要
間阪内科 瀬戸185-2 952-1717 要
吉井外科医院 沖210 952-3331 要

広報あかいわ（平成24年10月号）13
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地
域
農
業
の
将
来
を
考
え
よ
う

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
ま
し
ょ
う

地
域
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」で

決
め
る
こ
と

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」で

作
成
の
利
点

◎
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
あ
か
い
わ
９
月
号
９

ペ
ー
ジ
で
、彦
阪
勝
則
さ
ん
に

つ
い
て「
赤
磐
市
内
で
唯
一
の

防
災
士
で
す
。」
と
ご
紹
介
し

ま
し
た
が
、正
し
く
は
「
赤
磐

市
内
で
唯
一
の
日
本
防
災
士

会
会
員
で
す
。」
で
し
た
。
防

災
士
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

は
、赤
磐
市
内
に
複
数
名
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。関
係
の
方
々

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
し
、訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
で
、
５
年
後
、
10
年
後
の
展

望
が
描
け
な
い
集
落
・
地
域
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
国
の
事

業
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
・

地
域
で
「
ど
の
よ
う
な
担
い
手

が
中
心
と
な
っ
て
地
域
農
業
を

引
っ
張
っ
て
い
く
の
か
」、「
今

担
い
手
が
い
な
け
れ
ば
、
ど
う

育
て
て
い
く
の
か
」、「
地
域
の

中
心
と
な
る
担
い
手
に
、
農
地

を
ど
う
集
め
て
い
く
の
か
」
と

い
っ
た
こ
と
を
み
ん
な
で
話
し

合
い
を
行
い
、
集
落
・
地
域
が

抱
え
る
人
と
農
地
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
「
未
来
の
設
計

図
」
と
な
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
作
成
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

集
落
・
地
域
で
の
話
し
合
い

に
よ
り
、
次
の
こ
と
な
ど
を
決

め
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
の
中
心
と
な
る
担
い
手

（
個
人
、
法
人
、
集
落
営
農
）

は
誰
か

②
中
心
と
な
る
担
い
手
に
ど
の

農
地
を
集
め
る
の
か

③
中
心
と
な
る
担
い
手
と
そ
れ

以
外
の
農
業
者
（
兼
業
農
家
、

自
給
的
農
家
）
を
含
め
た
地

域
農
業
の
あ
り
方
を
ど
う
す

る
の
か
な
ど

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
、
次
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

　

就
農
か
ら
経
営
が
安
定
す
る

ま
で
、
年
間
１
５
０
万
円
を
給

付
し
ま
す
。（
最
長
５
年
間
）

　

原
則
45
歳
未
満
の
独
立
・
自

営
就
農
者
（
平
成
20
年
４
月
以

降
の
就
農
者
も
含
む
）
が
対
象

で
す
。
交
付
を
受
け
る
に
は
所

得
制
限
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

■
農
地
集
積
協
力
金

　

中
心
と
な
る
担
い
手
に
農
地

の
貸
し
付
け
な
ど
、
農
地
集
積

に
協
力
す
る
人
に
協
力
金
を
交

付
し
ま
す
。

〈
経
営
転
換
協
力
金
〉

⃝
対
象
／
米
・
麦
・
大
豆
な
ど

を
生
産
す
る
土
地
利
用
型
農

業
か
ら
経
営
転
換
し
た
り
、

離
農
す
る
農
業
者
な
ど
で
農

業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人

⃝
要
件
／
所
有
農
地
を
農
協
へ
、

10
年
以
上
新
た
に
貸
付
相
手

先
を
指
定
し
な
い
委
任
を
す

る
こ
と
。
市
街
化
区
域
内
の

農
地
は
除
き
ま
す
。

⃝
交
付
単
価
／
［
０
・５
㌶
以
下
］

１
戸
あ
た
り
30
万
円
、［
０
・

５
㌶
超
２
㌶
以
下
］
１
戸
あ

た
り
50
万
円
、［
２
㌶
超
］
１

戸
あ
た
り
70
万
円 

〈
分
散
錯さ

く
ほ圃

解
消
協
力
金
〉

⃝
対
象
／
地
域
の
中
心
的
な
経

営
体
の
経
営
耕
地
に
隣
接
す

る
農
地
の
所
有
者
な
ど
で
、

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人

⃝
要
件
／
所
有
農
地
を
農
協
へ
、

10
年
以
上
新
た
に
貸
付
相
手

先
を
指
定
し
な
い
委
任
を
す

る
こ
と
。
市
街
化
区
域
内
の

農
地
は
除
き
ま
す
。

⃝
交
付
単
価
／
10
㌃
あ
た
り
５

千
円

■
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
金
利
負
担
軽
減

　

中
心
と
な
る
担
い
手
と
し
て

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
認

定
農
業
者
が
借
り
入
れ
る
ス
ー

パ
ー
Ｌ
資
金
に
つ
い
て
、
当
初

５
年
間
金
利
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。

※
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、

随
時
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
プ
ラ
ン
は
必
要
な
部
分

か
ら
取
り
組
み
始
め
て
、
順

次
拡
大
、
追
加
し
て
い
く
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

各
種
支
援
事
業
に
は
、
諸
要

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/
keiei/koukai/hito_nouchi.
htm

l

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
本
庁
農
林
課

　

☎
（
９
５
５
）
６
１
７
４

◦
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課

　

☎
（
９
５
７
）
４
８
２
４

◦
熊
山
支
所
産
業
建
設
課

　

☎
（
９
９
５
）
１
２
１
７

◦
吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

☎
（
９
５
４
）
１
３
１
９

広報あかいわ（平成24年10月号）14
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岡
山
県
知
事
選
挙

■
投
票
日
時　
10
月
28
日
㈰　

午
前
7
時
～
午
後
6
時

■
投
票
場
所　

投
票
所
入
場
券
で
指
定
し
て
い
る
投
票
所

（
市
内
19
投
票
所
）

■
投
票
で
き
る
人　

平
成
４
年
10
月
29
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

平
成
24
年
７
月
10
日
ま
で
に
赤
磐
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
住
所
が
あ
る
人

■
持
参
す
る
も
の　
投
票
所
入
場
券
（
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
、
投
票
所
入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
で
き

ま
す
が
、
お
手
元
に
あ
れ
ば
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

■
期
日
前
投
票

〈
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人
〉

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め
、
投
票
所
に
行
っ
て

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

〈
期
日
前
投
票
期
間
〉

　

10
月
12
日
㈮
～
27
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

〈
持
参
す
る
も
の
〉

　

投
票
所
入
場
券
（
手
元
に
届
い
て
い
る
場
合
）

〈
期
日
前
投
票
所
（
対
象
地
域
）〉

・
赤
磐
市
役
所
１
階
第
１
会
議
室
（
市
内
全
域
）

・
赤
坂
支
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
（
赤
坂
地
域
）

・
熊
山
支
所
１
階
ロ
ビ
ー
（
熊
山
地
域
）

・
吉
井
支
所
１
階
ロ
ビ
ー
（
吉
井
地
域
）

■
選
挙
公
報

10
月
17
日
㈬
以
降
の
朝
刊
に
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま

す
。
市
役
所
本
庁
、
各
支
所
・
出
張
所
で
も
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
磐
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
９
５
５
）
４
７
８
２

投票区・投票所が変更になっています！ 必ず事前にご確認ください！
投票区 地　　　　区 投票所

第 1 投 票 区 馬屋、和田、岩田、穂崎 高月公民館
第 2 投 票 区 長尾、立川、河本、下市、熊崎 河本コミュニティハウス　
第 3 投 票 区 南方、斎富、沼田、中島、日古木、二井、高屋、上市、正崎 山陽小学校体育館

第 4 投 票 区 五日市、尾谷、津崎、神田、鴨前、西中、下仁保、西山団地、上仁
保、斗有 西山公民館

第 5 投 票 区 山陽1・3・5丁目 山陽公民館
第 6 投 票 区 山陽2・4・6・７丁目 旧若草幼稚園
第 7 投 票 区 桜が丘西1・2・3・4・5丁目 山陽東小学校体育館
第 8 投 票 区 桜が丘西6・7・8・9・10丁目 山陽北小学校体育館
第 9 投 票 区 町苅田、大苅田、東窪田、西窪田、由津里、山口 赤坂健康管理センター
第10投票区 西軽部、東軽部、南佐古田、北佐古田、今井、多賀、出屋 軽部小学校体育館
第11投票区 小原、奥小原、小原上、坂辺、下分、惣分、大屋、大屋下、山手 笹岡公民館

第12投票区 可真下、可真上、弥上、野間、稗田、石蓮寺、沢原、殿谷、グリー
ンタウン殿谷、佐古、岡、酌田 磐梨小学校体育館

第13投票区 円光寺、東円光寺、畑、吉原、河田原、釣井、徳富、小瀬木、松
木、栄町、勢力、千躰、奥吉原 豊田小学校体育館

第14投票区 桜が丘東１・2・3・4・5・6丁目 桜が丘いきいき交流センター
第15投票区 河原屋、草生、周匝、中村、福田、是里東、是里中、是里西 吉井中学校体育館
第16投票区 滝山、黒本、黒沢、中山（松ヶ峯を除く） 山方研修センター

第17投票区 中山（松ヶ峯のみ）、稲蒔、高田、光木、仁軒屋、石、八島田、暮
田、塩木（1番地～400番地） 佐伯北研修センター

第18投票区 戸津野、中勢実、塩木（1番地～400番地を除く）、平山、仁堀
東、仁堀中、仁堀西 仁美農村振興センター

第19投票区 合田、中畑、石上、小鎌下、小鎌中、小鎌上、西勢実、広戸 交流促進センター
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ザ・コラム
The Column

　
男
女
共
同
参
画
っ
て
何
？ 

身
近
な

こ
と
か
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
定
員
／
各
回
50
人（
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
の
人
）

■
参
加
費
／
無
料

■
託
児
／
有
（
ご
希
望
の
人
は
あ
ら
か

じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

〈
第
３
回
〉

み
ん
な
で
糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
を
見
よ
う
！

「
し
ら
ゆ
き
ひ
め
～
行
動
す
る

　
　
　
お
姫
様
の
も
の
が
た
り
～
」

　
糸
あ
や
つ
り
人
形
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
白
雪
姫
か
ら
、「
自
分
ら
し

さ
」
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
10
月
21
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
場
所
／
西
山
公
民
館
集
会
室

■
講
師
／
糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
団
ち
ょ

う
・
か
え
る
一
座

■
申
込
締
め
切
り
／
10
月
12
日
㈮

〈
第
４
回
〉

「『
私
』
を
大
事
に
生
き
る

　
～
夢
も
家
族
も
子
育
て
も
～
」

　
元
気
の
出
る
講
演
と
誰
で
も
で
き
る

簡
単
な
自
己
尊
重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、

自
分
を
大
事
に
生
き
る
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
11
月
５
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

■
講
師
／
北
村　
年
子
さ
ん
（
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
・
自
己
尊
重
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
）

■
申
込
締
め
切
り
／
10
月
24
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•

本
庁
協
働
推
進
課

　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
班

　
☎
（
９
５
５
）
１
１
１
４

～
ひ
と 

ゆ
め 

み
ら
い 

参
画
で
つ
く
る
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
～

第
３
回・第
４
回
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

　
秋
は
「
食
欲
の
秋
」
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
季
節
で

す
。
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
、体
重
が

増
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
は
い
ま
せ

ん
か
。

　
肥
満
（
特
に
内
臓
脂
肪
型
肥
満
）
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
も
と

に
も
な
る
危
険
因
子
で
す
。
市
内
で
も
、

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
で
肥
満
の
人
の
割

合
が
、
男
性
で
36
・
１
㌫
、
女
性
で
16
・

０
㌫
※
①
と
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

適
性
体
重
※
②
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

自
分
の
体
の
状
態
や
、日
々
の
生
活
に
見

合
っ
た
食
事
量
に
つ
い
て
知
る
こ
と
と
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

〈
肥
満
を
予
防
す
る
た
め
の

　
　
　
　
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
よ
く
噛
み
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

　
よ
く
噛
み
、ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
で

味
覚
を
楽
し
め
、
満
腹
感
も
実
感
で
き
、

食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
夕
食
を
食
べ
る
時
間
を
早
め
に
と
る

　
寝
る
前
３
時
間
以
内
の
食
事
は
控
え

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夕
食
で
、
脂
っ
こ
い

も
の
や
甘
い
も
の
の
食
べ
過
ぎ
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
果
物
に
は
果
糖（
体
内
に
吸

収
さ
れ
や
す
い
糖
分
）が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
夜
で
は
な
く
、
朝
や
昼
間
に

食
べ
ま
し
ょ
う
。

◆
お
酒
は
飲
み
過
ぎ
な
い
よ
う
に

　
適
量
の
飲
酒
は
、血
液
の
循
環
を
よ
く

し
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散

さ
せ
る
な
ど
の
効
用
も
あ
り
ま
す
が
、飲

み
過
ぎ
は
、脂
質
異
常
症
（
特
に
中
性
脂

肪
が
多
い
タ
イ
プ
）
や
高
血
圧
、糖
尿
病

な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
適
量
（
１
日
に
日
本
酒
な
ら
１
合
、

ビ
ー
ル
な
ら
中
び
ん
１
本
、ウ
イ
ス
キ
ー

な
ら
ダ
ブ
ル
で
１
杯
程
度
）
を
、週
に
２

回
ぐ
ら
い
に
と
ど
め
る
の
が
理
想
で
す
。

◆
適
度
に
体
を
動
か
す

　
秋
は
涼
し
く
、体
を
動
か
す
こ
と
に
も

適
し
て
い
ま
す
。家
事
や
買
い
物
な
ど
で

意
識
し
て
体
を
動
か
す
、通
勤
や
通
学
時

な
ど
に
少
し
多
め
に
歩
く
、ス
ト
レ
ッ
チ

や
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
、短
時
間
で
で
き
る

運
動
を
こ
ま
め
に
行
う
な
ど
、無
理
な
く

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、食
事
を
抜
く
な
ど
の
無
理
な

ダ
イ
エ
ッ
ト
、短
期
間
で
体
重
を
減
ら
す

急
激
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
な
い
こ
と
、ま

た
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と
も
大
事

で
す
。

　
病
気
の
予
防
は
、ま
ず
自
分
の
体
の
状

態
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。年
に

一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
①
…
平
成
23
年
度
に
赤
磐
市
で
実
施

し
た
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
に
よ
る

※
②
…
適
正
体
重
＝
身
長
（
㍍
）
×
身
長

（
㍍
）
×
22

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
わ
た
し
の
あ
な
た
の
健
康　
［ 

第
73
回 

］

健
康
増
進
課

糸あやつり人形劇団ちょう・か
える一座による人形劇の一幕

北村　年子 さん

広報あかいわ（平成24年10月号）16



図
書
館

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

市
政
情
報

　
ご
み
出
し
は
日
々
の
生
活
に
不
可
欠

で
す
。皆
さ
ん
は
正
し
い
方
法
で
ご
み
を

出
し
て
い
ま
す
か
？

　
出
さ
れ
た
可
燃
ご
み
の
中
に
は
、資
源

と
な
る
も
の
が
多
く
含
く
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
・
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
雑

誌
・
新
聞
紙
・
古
布
・
段
ボ
ー
ル
・
ト
レ

イ
な
ど
で
す
。

『
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、分
け
れ
ば
資
源
』

　
ち
ょ
っ
と
し
た
分
別
の
心
が
け
が
、可

燃
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

◆
資
源
化
物
の
中
で
、今
回
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
は
、商

品
が
入
っ
て
い
た
も
の
や
、商
品
を
包
ん

で
あ
っ
た
も
の
で
、中
身
を
使
う
と
不
要

に
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
包

装
で
す
。　
マ
ー
ク
が
目
印
で
す
。

◆
ご
み
を
分
け
る
と
き
の
注
意
点
は
？

★
汚
れ
た
も
の
は
入
れ
な
い
で
★

　
軽
く
水
で
す
す
い
で
も
、汚
れ
が
落
ち

な
い
も
の
は
燃
え
る
ご
み
へ
。汚
れ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が
混
ざ
る
と

き
れ
い
な
も
の
ま
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

◆
分
別
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

★
結
束
バ
ン
ド
は
対
象
外
で
す
★

　
結
束
バ
ン
ド
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。燃
え
る
ご
み

に
出
し
ま
し
ょ
う
。

赤
坂
地
域
の
人
に
お
知
ら
せ
で
す

　
ご
み
持
ち
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
ご
み
持
ち
込
み
場
所
】

　
赤
坂
環
境
セ
ン
タ
ー

　
赤
磐
市
多
賀
２
５
４
６
︲
６

　
☎
（
９
５
７
）
２
４
１
５

【
ご
み
搬
入
受
け
入
れ
】

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
祝
日
を
含
む
。
た
だ
し
年
末
年
始
は
除
く
）

可
燃
ご
み
の
減
量
大
作
戦
②

　
今
回
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
と

し
て
、
よ
り
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
一
つ
で
あ
る
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
と
は
、

両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
ち
、
交
互
に
突

い
て
腕
を
大
き
く
振
り
な
が
ら
前
進

す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
近
年
そ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
率
の
良
さ
と
、

幅
広
い
対
象
年
齢
（
小
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
）、
誰
で
も
楽
し
み
な
が
ら

取
り
組
め
る
気
や
す
さ
か
ら
、
新
し

い
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

広
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
」

◆
運
動
効
果
が
ア
ッ
プ

　
体
の
90
㌫
の
筋
肉
が
自
然
に
使
わ

れ
る
の
で
、
短
時
間
で
効
果
的
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
可
能
で
す
。

◆
血
液
循
環
を
活
発
に
し
、
血
流
が
ア
ッ
プ

　
腕
・
肩
・
背
中
な
ど
上
半
身
を
使
う

の
で
、
高
度
な
全
身
運
動
が
手
軽
に

で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
に
比
べ

て
心
臓
血
管
に
対
す
る
負
担
が
少
な

く
、
健
康
維
持
を
心
が
け
る
人
に
お

す
す
め
で
す
。

◆
筋
力
や
持
久
力
ア
ッ
プ

　

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
自
然
な
動
き

で
、
足
腰
や
膝
へ
の
負
担
が
少
な
い

の
が
特
徴
で
す
。

　
効
率
よ
く
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
筋
力

を
つ
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
と
て
も
効
果
的
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
が
、
ポ
ー
ル
が

必
要
な
こ
と
や
そ
の
人
に
合
っ
た
ポ

ー
ル
の
長
さ
の
決
め
方
や
歩
き
方
な

ど
、
始
め
る
と
き
は
一
度
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
て
体
験
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
内
で
は
、
吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ

ブ
で
毎
週
土
曜
日
に
体
験
で
き
ま
す

の
で
、興
味
の
あ
る
人
は
、吉
井
ス
ポ

レ
ク
ク
ラ
ブ
〔
☎
（
９
５
４
）
２
３
２

３
〕
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

転
ば
ぬ
先
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
②

●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す　
［ 

第
８
回 

］

●
み
ん
な
で
考
え
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル　
［ 

第
18
回 

］

介
護
保
険
課
内

環
境
課

ご
み
の
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

物
は
入
っ
て
ま
せ
ん
か
？

プラスチック製
容器包装として
出せます

ペット、トレーの
日に出せます
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スポーツの話題
SPORTS TOPICS

全
国
大
会
出
場

結　
果

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。〈
敬
称
略
〉

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
ち
な
ん
で
、
水
曜

日
に
15
分
以
上
運
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
グ
ル
ー
プ
は
、「
ダ

イ
ヤ
ジ
ュ
ニ
ア
」
で
す
。
毎
週

水
曜
日
午
後
５
時
か
ら
約
１
時

間
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館

で
３
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
が
体
力
向
上
・
筋
力

向
上
を
目
指
し
て
３
Ｂ
体
操
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
を
希
望

す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
運
動
の
内

容
・
場
所
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
（
９
５
５
）
４
４
３
２

ダイヤジュニア

プ
チ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
③

第
31
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
卓
球

選
手
権
大
会
（
岡
山
県
）

◦
川
崎
医
療
短
期
大
学
３
年

　

池
上　

奏
斗
（
桜
が
丘
東
２
）

第
21
回
日
整
全
国

少
年
柔
道
大
会
（
東
京
都
）

◦
桜
が
丘
小
学
校
４
年

　

佐
藤　

良
平
（
桜
が
丘
東
６
）

◦
桜
が
丘
小
学
校
５
年

　

河
本　

侑
大
（
桜
が
丘
東
１
）

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
全
日
本
少
年

柔
道
大
会
（
東
京
都
）

◆
磐
梨
武
道
館

〈
監　

督
〉

◦
河
本　

和
三
（
桜
が
丘
東
１
）

〈
選　

手
〉

◦
磐
梨
中
学
校
３
年

　

奥
田　

将
基
（
可
真
下
）

◦
磐
梨
中
学
校
３
年

　

佐
藤　

昭
平
（
桜
が
丘
東
６
）

◦
磐
梨
中
学
校
３
年

　

石
原　

将
稀
（
佐
古
）

◦
磐
梨
中
学
校
３
年

　

戸
取　

桂
佑
（
弥
上
）

◦
磐
梨
中
学
校
３
年

　

大
治　

慶
伍
（
沢
原
）

全
国
中
学
校
体
育
大
会

第
42
回
全
日
本
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
東
京
都
）

◦
岡
山
理
科
大
学
付
属
中
学
校
３
年

　

赤
松　

祐
理
（
桜
が
丘
西
７
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

第
80
回
日
本
高
等
学
校
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
（
新
潟
県
）

◦
玉
野
光
南
高
等
学
校
３
年

　

山
中　

明
日
香
（
山
陽
１
）

第
３
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

卓
球
大
会
（
団
体
の
部
）

■
開
催
日
／
７
月
28
日

■
場
所
／
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体

育
館

■
成
績

〈
小
中
学
生
の
部
〉

◦
準
優
勝
／
桜
が
丘
中
学
校
男
子

（
西
山
・
妹
尾
・
下
森
・
西
村
）

第
34
回
赤
坂
地
域
球
技
大
会

■
開
催
日
／
９
月
２
日
㈰

■
場
所
／
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
・

赤
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

■
成
績

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
〉

◦
優　

勝
／
町
苅
田
チ
ー
ム

◦
準
優
勝
／
西
軽
部
チ
ー
ム

◦
第
３
位
／
東
窪
田
チ
ー
ム

〈
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
〉

◦
優　

勝
／
東
軽
部
チ
ー
ム

◦
準
優
勝
／
今
井
チ
ー
ム

◦
第
３
位
／
坂
辺
チ
ー
ム

〈
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部
〉

◦
優　

勝
／
多
賀
・
出
屋
チ
ー
ム

◦
準
優
勝
／
東
窪
田
チ
ー
ム

◦
第
３
位
／
西
軽
部
チ
ー
ム
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図
書
館

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

市
政
情
報

◎スポーツ振興課 ▶ ☎955-4432／FAX 955-0507

■日時／10月8日（体育の日）  午前9時～午後3時
■場所／山陽ふれあい公園 ほか
　毎年恒例、スポーツとレクリエーションの祭典「スポレクフェステ」を今年も開催します。
　一部、事前申し込みが必要なコーナーもありますが、山陽ふれあい公園をメイン会場に、ふ
らりと立ち寄って遊べるコーナーをたくさん用意しています。うれしい景品が当たるお楽しみ
抽選会もありますので、皆さんお越しください。

2012 スポレクフェステ赤磐

お
知
ら
せ

※詳しくは、広報あかいわ9月
号または、市ホームページを
ご覧ください。

赤
磐
八
十
八
カ
所

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

　

秋
の
風
を
感
じ
な
が
ら
赤
磐
八

十
八
カ
所
霊
場
を
巡
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
今
年
は
、山
陽
地
区（
河
本
・

下
市
・
熊
崎
・
鴨
前
地
区
）
の
約

６
㌔
の
行
程
で
、
４
つ
の
札
所
を

約
３
時
間
か
け
て
巡
る
予
定
で
す
。

　

山
陽
郷
土
資
料
館
職
員
が
各
札

所
を
説
明
し
ま
す
。

■
日
程
／
11
月
４
日
㈰

　

午
前
8
時
30
分
～
正
午

■
集
合
場
所
／
山
陽
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
み
の
り
荘
」
駐
車
場

■
定
員
／
先
着
50
人

■
対
象
／
小
学
生
～
一
般
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
方
法
／
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
め
切
り
日
／
10
月
23
日
㈫

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

「
晴
れ
の
国
岡
山
」
駅
伝
競
走
大
会

赤
磐
市
代
表
選
考
会

　

駅
伝
強
豪
県
岡
山
の
さ
ら
な
る

競
技
力
向
上
と
、
新
た
な
競
技
力

の
発
掘
を
目
的
に
、
来
年
１
月
27

日
に
開
催
さ
れ
る
第
２
回
「
晴
れ

の
国
岡
山
」
駅
伝
競
走
大
会
（
県

市
町
村
対
抗
）
の
、
赤
磐
市
代
表

チ
ー
ム
を
選
考
す
る
競
技
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
／
11
月
25
日
㈰

■
場
所
／
コ
ス
モ
ス
街
道
（
周
匝

～
福
田
地
内
吉
井
川
堤
防
折
り

返
し
コ
ー
ス
）

■
区
分

◦
中
学
女
子
の
部
・
３
㌔

◦
中
学
男
子
の
部
・
３
㌔

◦
一
般
女
子
の
部
・
６
㌔

◦
一
般
男
子
の
部
・
６
㌔

※
参
加
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
中
央
・
赤
坂
・

熊
山
・
吉
井
公
民
館
に
備
え
付

け
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
申
込
締
め
切
り
日
／
10
月
31
日
㈬

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
は
、「
だ

れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

ス
ポ
ー
ツ
を
親
し
む
こ
と
で
健
康

や
仲
間
づ
く
り
、
明
る
く
活
気
あ

る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
各
大
会
を
予
定
し
て

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
」

■
日
時
／
10
月
20
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～

■
場
所
／
赤
磐
市
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
多
目
的
広
場

■
募
集
人
数
／
１
０
０
人
程
度

■
申
込
期
限
／
10
月
14
日
㈰

■
会
費
／
会
員
１
０
０
円
、
未
会

員
５
０
０
円

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
」

■
日
時
／
10
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～

■
場
所
／
キ
ャ
ッ
ト
ア
イ
吉
井
工

場
（
赤
磐
市
福
田
）

■
募
集
人
数
／
２
０
０
人
程
度

■
申
込
期
限
／
10
月
20
日
㈯

■
会
費
／
会
員
１
０
０
円
、
未
会

員
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
吉
井
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
（
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
（
９
５
４
）
２
３
２
３

　

http://yoshiisc.net
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●赤磐市の人口 （平成24年9月1日現在）

人 　 口 44,961 人 （ ＋29 ）
男 　 性 21,502 人 （ ＋  6 ）
女 　 性 23,459 人 （ ＋23 ）
世 帯 数 17,339 世帯 （ ＋20 ）

※（　）は8月1日との差

●平成24年8月赤磐市火災・救急発生状況 ※（ ）は平成24年の累計
火　　災　　別

計
救　　急　　別

計
建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0

（5）
0

（1）
1

（1）
4

（9）
5

（16）
18

（80）
57

（411）
8

（92）
14

（105）
97

（688）
東出
張所

0

（1）
0

（1）
0

（0）
0

（1）
0

（3）
4

（26）
13

（151）
4

（38）
3

（34）
24

（249）

北出
張所

0

（2）
0

（2）
0

（1）
0

（3）
0

（8）
4

（16）
11

（114）
4

（26）
2

（6）
21

（162）

計 0
（8）

0
（4）

1
（2）

4
（13）

5
（27）

26
（122）

81
（676）

16
（156）

19
（145）

142
（1099）

●平成24年8月赤磐市内交通事故発生状況〈概数〉  （赤磐警察署調べ）

総件数 人身件数 死亡者数 重傷者数 軽傷者数 物損件数
24年8月中 111 32 0 4 43 79 
23年8月中 116 39 1 0 55 77 
増        減 -5 -7 -1 4 -12 2 
24年8月末 758 227 0 21 297 531 
23年8月末 711 214 3 19 296 497 
増        減 47 13 -3 2 1 34 

●今月の交通標語 「 こわかった そのけいけんを わすれずに 」

●10月の税を期限内に納めましょう
市 県 民 税 3 期
国 民 健 康 保 険 税 5 期
介 護 保 険 料 5 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 4 期

※期限は10月31日まで

●10月の休日当番医（窓口受付 9：00～17：00）

10月7日㈰
桜が丘クリニック ☎955-8025

吉井外科医院 ☎952-3331

8日㈪
あまの耳鼻咽喉科医院 ☎955-8191

鈴木医院 ☎952-0205

14日㈰
赤磐医師会病院（小児科） ☎955-6688

石原医院 ☎952-0162

21日㈰
戸川クリニック ☎957-3057

岩藤胃腸科外科歯科クリニック ☎952-1166

28日㈰
戸田小児科医院 ☎955-3121

景山医院 ☎995-2299

※■は、㈳赤磐医師会管内の岡山市東区瀬戸町地域にある医療機関です。
　当番医については9月6日現在です。受診する場合は、あらかじめ確認してください。

●今月の相談（※相談は無料で秘密は堅く守られます。）
相談内容 日　　　時 場　　　所 問い合わせ先

【消費生活】

月曜日～木曜日（祝祭日を除く）
10:00～16:00

本庁2階
消費生活相談室

本庁くらし安全課くらし安全班
☎955-4783

10月2日㈫
13:30～15:30

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田　哲也・賀川進太郎

10月5日㈮、11月2日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

【巡回無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
板野　次郎

10月17日㈬
10：00～15：00

吉井会館農事実習室 吉井支所市民生活課
☎954-1183

【なやみごと（人権）相談】
相談員／人権擁護委員

【行政相談】
相談員／行政相談委員

10月17日㈬
10：00～15：00

赤坂健康管理センター 赤坂支所市民生活課
☎957-2226

10月17日㈬
13:00～15:00

吉井会館農事実習室 吉井支所市民生活課
☎954-1183

10月19日㈮
13:00～16:00

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

10月19日㈮
10:00～12:00

熊山支所2階
第1会議室

熊山支所市民生活課
☎995-1214

【多重債務】
随時（土、日、祝日は除く）
破産・任意整理の相談は、相談日以外でも弁護士による電話相談と
して受け付けを行っています。

本庁協働推進課
人権・男女共同参画班
☎955-1114

■施設案内
山陽ふれあい公園
フィットネスコート
　オムニコート（人工
芝）4面、照明設備完
備で夜間も利用でき
ます。利用時間はふ
れあい公園の開館時
間となります。
■ご利用料金

〈市内料金〉
　使用料…1時間300円／照明料…1時間300円

〈市外料金〉
　使用料…1時間600円／照明料…1時間600円
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●10月の検診・定期救急講習など

1 月
⃝胸部レントゲン検診（山陽地域）
⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（赤坂地域）

㊡山陽郷土資料館

2 火 ⃝胸部レントゲン検診（山陽地域）

3 水
⃝子育て講座（赤坂健康管理センター） 受付時間9：30～10：00

⃝胸部レントゲン検診（山陽地域）
㊡桜が丘いきいき交流センター

4 木 ⃝胸部レントゲン検診（山陽地域）
⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（赤坂地域）

5 金 ⃝乳児健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（赤坂地域）

6 土

7 日

8 月 ㊡山陽郷土資料館

9 火 ⃝1歳6か月児健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（吉井地域）

10 水 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（吉井地域）
㊡桜が丘いきいき交流センター　★交通安全日　★交通事故・交通違反ゼロの日

11 木 ⃝育児相談（山陽保健センター） 受付時間9：45～10：30

⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（吉井地域）

12 金
⃝乳児健診・育児相談（吉井保健センター） 受付時間12：45～13：15

⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽地域）
★犯罪ゼロの日

13 土

14 日

15 月 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽地域）
㊡山陽郷土資料館

16 火 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（熊山地域）

17 水
⃝2歳6か月児歯科健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（熊山地域）
　㊡桜が丘いきいき交流センター

18 木 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（熊山地域）
㊡山陽郷土資料館

19 金 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽・熊山地域）
㊡山陽郷土資料館

20 土 　㊡山陽郷土資料館　★交通事故・交通違反ゼロの日

21 日 ㊡山陽郷土資料館

22 月 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（熊山地域）
㊡山陽郷土資料館

23 火
⃝3歳児健診（山陽保健センター） 受付時間12：45～13：15

⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽地域）
㊡山陽郷土資料館

24 水
⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽・熊山地域）
⃝胸部レントゲン検診（吉井地域）

㊡山陽郷土資料館　㊡桜が丘いきいき交流センター

25 木 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽地域）
㊡山陽郷土資料館　★交通安全日

26 金 ⃝山陽郷土資料館企画展開催〔12月9日まで〕
⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽地域）

27 土

28 日 ⃝定期救急講習（赤磐市消防署本部2階会議室） 9：00～12：00

29 月
⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽地域）
⃝胸部レントゲン検診（赤坂・熊山地域）

㊡山陽郷土資料館

30 火 ⃝特定健診・肝炎ウイルス検査・前立腺がん検診（山陽地域）
　★交通事故・交通違反ゼロの日

31 水 ㊡桜が丘いきいき交流センター

●10月のスポーツ施設スケジュール
山陽ふれあい公園 吉井B&G

海洋センター
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル

ー

ム

屋内プール
10:00

▼
12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

10:00
▼

12:00

14:00
▼

16:00

18:30
▼

20:30

1 月 休館日 休館日
2 火 施設整備 休館日
3 水 施設整備 ◯ ◯ ◯
4 木 施設整備 ◯ ◯ ◯
5 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
6 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
7 日 ★ ◯ ◯ ◯ ◯
8 月 ※参照 ◯ ◯
9 火 休館日 休館日

10 水 ◯ ⃝ ◯ 休館日
11 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
12 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
13 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
14 日 ◯ ◯ ◯ ◯
15 月 休館日 休館日
16 火 ◯ ◯ 休館日
17 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
18 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
19 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
20 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
21 日 ★ ◯ ◯ ◯ ◯
22 月 休館日 休館日
23 火 ◯ ◯ 休館日
24 水 ◯ ⃝ ◯ ◯ ◯ ◯
25 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
26 金 ★ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
27 土 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
28 日 ◯ ◯ ◯ ◯
29 月 休館日 休館日
30 火 ◯ ◯ 休館日
31 水 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

○屋内プール一般開放　　●屋内プール一般開放・水中健康教室
★トレーニングルーム初心者講習実施日
※10月8日は、「2012スポレクフェステ赤磐」開催につき、プールとト

レーニングルームを無料開放します。
　ただし、プールの開放時間は、①9：30～11：30、②12：00～14：00。
　トレーニングルームの開放時間は9：30～14：00。ご利用は初心者講

習修了者に限ります。
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■開館時間と利用料金
◇山陽ふれあい公園 （☎955-4432）
　［プール］ 高校生以上400円、中学生以下200円　
　［トレーニングルーム］ 300円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上で初心
　　者講習修了者に限ります。初心者講習は電話予約
　　が必要です。（受講料400円／再受講料300円）
　　日曜日14:00～、金曜日18:30～
 ◇吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎954-2323）
　［プール］ 高校生以上100円、中学生以下50円　
　［トレーニングルーム］ 100円
　※トレーニングルームのご利用は高校生以上です。
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平 成 24 年 度

『高木美保さん 講演会』
10月28日㈰
 開場 午後2時30分／開演 午後3時～4時

吉井会館（赤磐市周匝136-1）

300人 1,000円

10月9日㈫ 午前9時から販売
※中央・赤坂・熊山・吉井公民館の窓口で入場券をお求めください。

～  命を 感じて暮らす  ～

場　所

日　時

定　員

入場券
発　売

入場料

【問い合わせ先】 中央公民館 ☎955-0069

文 化 講 演 会

撮
影
／
鍋
島
徳
恭

ガーデニング講座『秋の寄せ植え』
■日時／10月19日㈮　午後1時30分～3時30分
■講師／三村　芳恵（グリーンコーディネーター）
■対象／一般　　■定員／20人（先着順）
■参加費／2,000円（材料費を含む）
■申込開始日／10月9日㈫

熊山放課後子ども教室「わいわい広場」
続・習字教室
■日時／10月13日㈯・27日㈯・12月8日㈯・15日㈯
　　　　午前9時～11時30分
■対象／小学生　　■定員／15人
■参加費／無料（書き初め用の用紙代が必要）
■持ち物／筆記用具、習字道具（高学年のみ）、あれば習

字用の長い下敷きなど
■申込期間／10月1日㈪～10月10日㈬

ノルディックウォーキング体験教室（全3回）
歩行時のバランスを維持する2本のポールを使用して、
熊山地域を散策します。
■日時／10月13日㈯・20日㈯・11月3日㈯
　　　　午前9時～正午
■集合場所／熊山公民館
■講師／岡山県ノルディック・ウォーク連盟公認指導員
■対象／一般　　■定員／30人
■参加費／500円（全3回分）
■持ち物／帽子、タオル、水筒、歩ける服装
■申込開始日／10月1日㈪

切り紙講座
紙を切り抜いて、季節の風物を表現します。
■日時／10月25日㈭　午前10時～正午

■対象／一般　　■定員／10人
■参加費／100円
■持ち物／カッターナイフ、切り出しナイフなど
■申込開始日／10月1日㈪

歴史講座
山陽郷土資料館企画展（赤磐 桃ものがたり）
■日時／10月30日㈫　午前10時～11時30分
　　　　赤坂公民館　午前9時30分集合
■場所／山陽郷土資料館
■講師／伴　祐子（山陽郷土資料館職員）
■対象／一般　　■定員／25人
■参加費／100円　　■申込開始日／10月1日㈪

唱歌・童謡で遊ぶ
懐かしい歌を手づくり楽器と共に歌おう
■日時／10月13日㈯　午後1時30分～3時
■場所／笹岡公民館多目的ホール
■講師／大村　由美子
■対象／一般　　■定員／30人
■参加費／100円　　■申込開始日／10月1日㈪

吉井公民館まつり
■日時／10月27日㈯…午前9時～午後5時
　　　　10月28日㈰…午前9時～午後3時
■場所／吉井会館、吉井武道館、吉井郷土資料館、
　　　　ライフプラザ吉井
■対象／一般　　■参加費／無料

●熊山公民館主催講座

◆講座の受け付けは、各館とも午前9時からで、すべて先着順です。　◆定員のあるものは、定員になり次第締め切ります。
◆この講座情報は、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページ▶http://www.city.akaiwa.lg.jp/index.html

●笹岡公民館主催講座

●赤坂公民館主催講座

●吉井公民館
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■各公民館の住所・問い合わせ先
○中央公民館 （下市337／☎955-0069）
○赤坂公民館 （町苅田507／☎957-2211）
○熊山公民館 （松木623／☎995-1360）
○吉井公民館 （周匝136-1／☎954-1379）
○高月公民館 （穂崎848-1／☎086-229-9777）
○西山公民館 （西中220-1／☎955-0777）
○山陽公民館 （山陽1-10／☎955-9777）
○笹岡公民館 （坂辺9／☎957-2214）

公民館のご案内
COMMUNITY CENTER

図
書
館

情
報
ボ
ッ
ク
ス

コ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ

カ
レ
ン
ダ
ー

公
民
館

市
政
情
報

パソコン講座（講座で使用するのはすべてVistaです）
［各コース共通］
■申込開始日／10月1日㈪
　※窓口で受講料を添えてお申し込みください（電話不可）
■対象／一般　　■定員／各回10人

①１日で学べる「ワードでハガキやＰＯＰを作ろう」
■日時／10月14日㈰
　　　　午前9時～正午、午後1時30分～4時30分
■受講料／1,500円（テキスト代別途）

②１日で学べる「エクセルで家計簿や帳簿を作ろう」
■日時／10月29日㈪
　　　　午前9時～正午、午後1時30分～4時30分
■受講料／1,500円（テキスト代別途）

③ワード・エクセルの便利技講座
作成が楽になる便利技の数々をご紹介。
■日時／10月29日㈪　午後6時30分～9時30分
■受講料／1,000円（テキスト代別途）

④１日で学べる「筆まめで年賀状を作ろう」
■日時／11月22日㈭
　　　　午前9時～正午、午後1時30分～4時30分
■受講料／1500円（テキスト代別途）

全員集合！『子どものひろば』
■日時／10月20日㈯　午前10時～11時30分
■出演／絵本読み聞かせの会「グリとグラ」
■対象／幼児～小学生　　■定員／50人
■参加費／無料
■申込開始日／10月1日㈪ ※当日申込可

『わが里の味・料理教室』
学ぼう！赤磐の地産・地消とおふくろの味・ふるさとの味
■日時／11月10日㈯　午前10時～午後1時
■講師／岡本　たる枝
■対象／幼児～小学生　　■定員／16人
■参加費／400円　　■申込開始日／10月1日㈪

『ニュースポーツを体験しよう！』（第3回）
■期間／11月8日㈭～11月22日㈭
■時間／午前10時～午後5時（最終日は午後3時まで）
　　　　※火曜日、日曜日は教室を休みます
■対象／子ども～一般
■参加費／無料（自由参加／期間中何回でも利用できます）

そば打ち教室
■日時／11月30日㈮　午前10時～午後1時
■講師／数原　健功（新見市そば道場　田舎屋）
■対象／小学5年生～一般　　■定員／24人
■参加費／1000円　　■申込開始日／11月9日㈮

クリスマスケーキ作り教室
■日時／12月1日㈯　午前9時～午後1時
■講師／阿部　千枝子
■対象／一般　　■定員／12人
■参加費／800円　　■申込開始日／11月9日㈮

第17回おしゃべりカフェ
■日時／10月12日㈮　午後１時～4時
　　　　『民話を楽しもう』（午後1時30分～）
■出演／民話の寺小屋
■入場料／無料　　■申し込み／不要
※マイカップをお持ちください。

第26回ブルーシャトーコンサート
『弦楽四重奏』～秋の色はクラシックと共に～
■日時／10月6日㈯　午後2時～3時
■場所／山陽公民館ホール
■出演／ゼフィール合奏団カルテット
■曲目／モーツァルトの弦楽四重奏曲第１番　ほか
■入場料／無料　　■申し込み／不要

陶芸教室～癒しの香炉づくり～
■日時／10月25日㈭　午前9時～午後4時
■講師／神戸　光昭（備前焼作家）
■対象／一般　　■定員／8人（先着順）
■参加費／500円（粘土代別途集金）
■申込開始日／10月9日㈫

●中央公民館主催講座

●高月公民館主催講座

●西山公民館主催講座

●山陽公民館主催講座
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農業振興地域農用地の除外・編入について

赤磐市営住宅公募のご案内

家屋の新築・増築や取り壊しはありませんか？

退職者医療制度の適正な利用にご協力を

　国保に加入している人は、大きく「一般被保険者」と「退
職被保険者」の２つに分かれています。支払う国保税や
医療機関の窓口での負担割合（３割）に変更はありませ
んが、退職被保険者証に変わることで、残りの７割を負
担する機関が国保（国保税などが財源）から退職者医療
制度（職場の健康保険などからの拠出金が財源）に変わ
ります。皆さんの保険税負担増加の抑制につながります
ので、該当者は届け出をお願いします。
　手続きに必要な物は年金証書、保険証、印鑑です。退
職者本人と同じ世帯の人で、退職者本人によって生計を
維持している場合は、退職者医療制度の被扶養者として
認定できる場合があります。詳しい基準については担当
課までお問い合わせください。
■退職者医療制度の対象になる人（退職者本人）
①国保に加入している人
② 65 歳未満の人
③厚生年金や各種共済組合などの年金を受けていて、そ

の加入期間の合計が 20 年以上であるか、40 歳以降の加
入期間の合計が 10 年以上である人

■問い合わせ先
・本庁市民課国保年金班　☎ 955-1113
・赤坂支所市民生活課　☎ 957-2222
・熊山支所市民生活課　☎ 995-1214
・吉井支所市民生活課　☎ 954-1183

　固定資産税は毎年１月１日現在に固定資産を所有して
いる人に課税されます。税務課では、毎年、適正な課税
を行うために家屋の新築・増築や取り壊しを調査し、課
税台帳の整備を行っています。
  家屋の新築・増築があった場合には、仕上がりの材料
や状態、間取りなどの調査のために後日職員がうかがい
ます。取り壊しのあった場合には、現地確認を行います。
家屋の新築・増築や取り壊しのある人は、税務課資産税
班に連絡してください。すでに連絡している人や職員が
評価にうかがった家屋については、あらためて連絡の必
要はありません。
■市へ連絡する内容
①家屋所有者の住所、氏名
②家屋の所在地、用途（居宅、農舎、車庫、温室など）
③新築・増築の場合は、完成予定日又は入居開始予定日
④取り壊しの場合は、取り壊し予定日
※固定資産税の対象になる家屋とは、基礎があり（土地

に定着）、屋根と３方以上の壁で囲まれた空間がある建
造物です。

■連絡先
・本庁税務課資産税班　☎ 955-0952

■募集団地
▶団地名／仁堀（仁堀中 858）
▶戸数／ 1 戸　　　▶規格／３ＤＫ
▶家賃月額（入居時）／ 17,900 円～ 26,600 円
▶募集期間／ 10 月１日㈪～ 15 日㈪
■申込方法
　入居申し込みは本人か家族の人が吉井支所産業建設課
へ直接申し込んでください。
※申し込み多数の場合は抽選となります。
※入居要件については、本庁都市計画課か支所産業建設

課へお問い合わせください。
■問い合わせ先
・吉井支所産業建設課
　☎ 954-1366

　農用地区域内の土地は、農業上の利用を確保するため、
原則として宅地などへの転用はできません。やむを得ず
転用する場合は、農地法に基づく手続きの前に、その土
地を農用地区域から除外する必要があります。除外には
次の条件を全て満たすことが必要です。

①農用地区域外に代替すべき土地がない。
②農業上の効率的な利用に支障を及ぼす恐れがない。
③ほかの農業者の利用集積などに支障を及ぼす恐れが

ない。
④土地改良施設などが持つ機能に支障を及ぼす恐れが

ない。
⑤基盤整備事業の完了後、８年以上経過した農地であ

る。
⑥転用計画の実現の見込みがある。

※他法令の許可などの見込めない転用計画は受理できま
せん。また、都合により編入する場合も申し出が必要
です。市では４月と１０月に除外・編入の申し出を受
け付けしています。

※申し出があった土地は縦覧できます。
■除外・編入申出受付期間　10 月１日～ 10 月 31 日
■問い合わせ先
・本 庁 農 林 課　☎ 955-6174
・赤坂支所産業建設課　☎ 957-4824
・熊山支所産業建設課　☎ 995-1217
・吉井支所産業建設課　☎ 954-1319
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あかいわスマートコミュニティ・ビジョン（素案）
に対する意見を募集

教育委員に宮岡金昭さんを任命

地域審議会が意見書を提出

下水道供用開始のお知らせ

市長から任命を受ける宮岡さん

安心・快適住宅リフォーム補助制度のご案内

　市では、まちづくりのさまざまな分野で、再生可能エ
ネルギーの普及と効率的な利用を図り、地球温暖化防止
だけでなく、地域の活性化や住環境の改善につなげてい
くために「あかいわスマートコミュニティ・ビジョン」
の策定を進めています。
　このビジョン（素案）に対するパブリックコメント（意
見）を募集します。
■意見の提出対象者　市内に在住・在勤・在学の人（団

体などを含む）
■閲覧の方法
①市のホームページからの閲覧
②本庁都市計画課窓口での閲覧（閉庁時間を除く）
■意見の募集締切日　10 月 9 日㈫必着
■意見の提出方法　指定の意見提出用紙（本庁都市計画

課に備え付け）に住所、氏名、連絡先と本件への意見
を記入の上、郵送・ＦＡＸ・持参のどれかの方法で、
提出してください（市のホームページからの提出もで
きます）。

■その他（意見の取り扱い）
・電話による意見の提出はできません。
・意見に対する個別の回答はしません。
・提出された意見は、住所・氏名・連絡先を除きすべて

公表することがあります。
・意見に対する市の考え方は、内容ごとに整理・分類し

た上で、後日公表します。
■問い合わせ・提出先
・本庁都市計画課　☎ 955-1485

　金光久子委員の急逝による委員退任に伴い、後任に宮
岡金昭さん（可真下・66 歳）が任命されました。任期は
9 月 5 日から平成 25 年 5 月 19 日までです。

　山陽地域で、新たに下水道が使用できる地区をお知ら
せします。
■供用開始年月日　10 月１日㈪
■供用開始区域　日古木・上市・正崎地区の一部
　供用開始が告示された区域では、赤磐市排水設備指定
工事店に依頼して、速やかに下水道接続を行うようご協
力をお願いします。
■問い合わせ先
・本庁上下水道課　☎ 955-2743

　市では、地域経済の活性化とより快適な住環境づくり
を目指して、居住する住宅のリフォームを行う場合、予
算の範囲内で経費の一部を補助しています。
　今年度も６月から申請を受け付けていますので、住宅
リフォーム補助金制度の利用をお考えの人は早めに手続
きをお願いします。
　なお、補助金の交付には条件がありますので、詳しい
内容はお問い合わせください。
■問い合わせ先
・本庁商工観光課　☎ 955-6175

　吉井地域審議会では８月６日に、熊山地域審議会では
８月 20 日に、それぞれ各地域の意見書を市長に提出しま
した。
　今回提出された意見書は、各地域 10 人の委員が、それ
ぞれの地域課題について昨年度から審議を重ね、市政へ
の提言を要望事項としてまとめたものです。
　意見書の主な内容は、次のとおりです。全文は、本庁
秘書企画課や各支所市民生活課、市のホームページでご
覧になれます。
＜熊山地域＞
・熊山地域の特産品や農産物の地産地消の拡大および英

国庭園を活用しての熊山地域の活性化について
・高齢者が自由に使うことができるグラウンドについて
＜吉井地域＞
・公共交通機関の維持・確保
・医療体制の整備
・集落機能の再編成
・高齢者の支援
■問い合わせ先
・本 庁 秘 書 企 画 課　☎ 955-2692
・赤坂支所市民生活課　☎ 957-2226
・熊山支所市民生活課　☎ 995-1214
・吉井支所市民生活課　☎ 954-1183
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市立幼稚園園児募集

幼稚園名 通園区域
収容定員（人）

所在地 連絡先
3歳児 4歳児 5歳児

山
陽
地
域

山　陽

馬屋・和田・岩田・穂崎・長尾・立川・河本・下
市・熊崎・南方・斎富・沼田・中島・日古木・二
井・高屋・上市・正崎・五日市・尾谷・津崎・神
田・鴨前・西中・下仁保・上仁保・斗有

30 30 30 高屋434 ☎955-0309

山陽西 山陽1～7丁目、下市733-4 30 90 90 山陽3丁目10 ☎955-8787

ひかり 桜が丘西1～5丁目 30 90 90 桜が丘西3丁目30 ☎955-3811

山陽北 桜が丘西6～10丁目 30 60 60 桜が丘西9丁目13-1 ☎955-8155

熊
山
地
域

いわなし

可真下・可真上・弥上・野間・稗田・石蓮寺・
沢原・殿谷・佐古・岡・酌田・ 円光寺・吉原・
河田原・釣井・徳富・ 小瀬木・松木・勢力・千
躰・奥吉原

30 30 30 沢原357 ☎995-0551

桜が丘 桜が丘東1～6丁目 30 30 30 桜が丘東6丁目6-692 ☎995-1275

■通園区域一覧

幼
稚
園
お
よ
び
小
・
中
学
校
の

学
校（
園
）選
択
制
に
つ
い
て

　

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
へ
の
新
入

園
、
新
入
学
に
あ
た
っ
て
、
指
定
さ

れ
て
い
る
学
校
（
園
）
よ
り
も
自
宅

か
ら
近
い
学
校（
園
）が
あ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
か
の
学
校
（
園
）
を
選
択
で

き
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
25
年
度
に
赤
磐
市
内
の
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
へ
入
園
、
入
学
予

定
の
新
入
園
児
、
新
一
年
生
。
た
だ

し
、
転
入
や
転
居
の
場
合
は
随
時
対

象
と
な
り
ま
す
。

■
申　
請

　

11
月
中
旬
に
幼
稚
園
・
学
校
な
ど

を
通
じ
て
実
施
要
項
と
申
請
書
な
ど

を
配
付
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
要

項
に
従
い
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
配
付
し
た
地
区
内
で
も
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

10
月
下
旬
か
ら
11
月
中
旬
に
か
け

て
学
校
（
園
）
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
各
幼

稚
園
・
小
中
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

⃝
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
（
９
５
５
）
０
９
７
２

平
成
25
年
4
月
か
ら
幼
稚
園

に
入
園
す
る
園
児
を
募
集

し
ま
す
。
通
園
区
域
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　

通
園
区
域
の
幼
稚
園
よ
り
も
自

宅
か
ら
近
い
幼
稚
園
が
あ
る
場
合

は
、
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
市
内
で
別
表
の
通
園
区

域
外
（
赤
坂
・
吉
井
地
域
）
に
在

住
し
入
園
を
希
望
す
る
場
合
は
、

収
容
定
員
の
範
囲
内
で
教
育
委
員

会
が
指
定
す
る
幼
稚
園
に
入
園
で

き
ま
す
。

■
対
象
者

⃝
５
歳
児
：
平
成
19
年
４
月
２
日

～
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

⃝
４
歳
児
：
平
成
20
年
４
月
２
日

～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

⃝
３
歳
児
：
平
成
21
年
４
月
２
日

～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ

■
保
育
料

⃝
３
９
０
０
円
（
8
月
は
徴
収
な

し
）

※
給
食
費
は
別
途
徴
収
と
し
ま
す
。

■
提
出
書
類

⃝
入
園
願

⃝
選
択
希
望
申
請
書
（
通
園
区
域

の
幼
稚
園
よ
り
も
自
宅
か
ら
近

い
幼
稚
園
を
選
択
す
る
場
合
に

必
要
で
す
）

※
用
紙
は
11
月
6
日
㈫
以
降
受
付

場
所
に
あ
り
ま
す
。

※
提
出
は
募
集
期
間
中
に
お
願
い

し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

12
月
３
日
㈪
～
21
日
㈮

※
収
容
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
に
な
り
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ

て
も
収
容
定
員
以
内
で
あ
れ
ば

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

■
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

⃝
各
幼
稚
園

⃝
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
（
９
５
５
）
０
９
７
２
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８
月
11
日
、
吉
井
川
河
川
敷
の

く
ま
や
ま
水
辺
の
楽
校
で
、「
第

７
回
赤
磐
市
花
火
大
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
実

に
２
万
５
０
０
０
人
も
の
人
が
来

場
。
河
川
敷
を
埋
め
尽
く
し
て
い

ま
し
た
。

　

河
川
敷
に
は
、
焼
き
鳥
や
ホ
ル

モ
ン
焼
き
う
ど
ん
、
か
き
氷
の
ほ

か
、射
的
や
お
面
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
な
ど
の
夜
店
が
ず
ら
り

と
並
ん
で
お
り
、
た
く
さ
ん
の
人

が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
６
時
に
な
る
と
市
民
ら
が

ス
テ
ー
ジ
上
で
、
民
踊
や
う
ら

じ
ゃ
踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
を

披
露
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

ス
テ
ー
ジ
で
存
分
に
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
県
の
ご

当
地
ア
イ
ド
ル
「
Ｓエ
ス
キ
ュ
ー
テ
ィ

‐
Ｑ
ｔ
ｙ
」

や
ア
フ
リ
カ
音
楽
を
演
奏
す
る

「
Ｄデ

ン

デ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
」
も
登
場
し
、
会

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
８
時
過
ぎ
か
ら
は
、
こ
の

日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
花

火
の
打
ち
上
げ
が
開
始
。
岡
山

シ
ー
ガ
ル
ズ
の
選
手
が
ス
タ
ー
ト

の
合
図
を
す
る
と
、
約
２
０
０
０

発
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
花
火

が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

第７回赤磐市花火大会

①②花火大会に訪れた人たち ③
うらじゃを披露する吉井スポレク
クラブ吉鬼 ④岡山県のご当地ア
イドルＳ‐Ｑｔｙが登場し、ステー
ジは大盛況 ⑤すずらん会は民踊
を披露 ⑥ＤＥＮＤＥはアフリカ音
楽を演奏 ⑦プメハナ大苅田のメ
ンバーが踊るゆったりとしたフラ
ダンスに癒される ⑧演奏とダンス
の美しいコラボレーションを披露
したレッドロックハワイアン ⑨会
場の空を彩った花火

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑨

⑦ ⑧

夜空を彩る刹那の輝き
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読
者
の

広
場
　

問秘書企画課 ☎955-4770

このコーナーでは、
みなさんからの投稿を
お待ちしています。

１2月号は１０月２５日㈭が
記事の締め切りです。

　
岡
山
県
薬
剤
師
会
の
平
成
24
年
度
く
す

り
と
健
康
の
週
間
事
業
の
一
環
と
し
て
お

薬
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
薬
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が
ク
イ
ズ

や
雑
学
も
交
え
て
、楽
し
く
、分
か
り
や
す

く
、お
薬
の
話
を
し
ま
す
。

　
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
教
室
で

す
の
で
、皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◆
日
時
／
10
月
18
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

◆
内
容

①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

②
薬
を
服
用
す
る
と
き
に
注
意
す
る
こ
と

③
薬
の
副
作
用
に
つ
い
て

知
っ
て
安
心
！
知
っ
て
得
す
る
！
お
く
す
り
教
室

※
「
パ
ネ
ル
展
示
」
や
「
個
別
の
お
薬
相

談
」も
行
い
ま
す
。

◆
対
象
／
一
般

◆
申
込
期
限
／
10
月
17
日
㈬
ま
で

◆
参
加
費
／
無
料
（
今
回
は
楽
し
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

◆
定
員
／
80
人（
先
着
順
）

◆
主
催
／
岡
山
県
薬
剤
師
会
東
備
支
部

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

•
お
か
や
ま
薬
局
山
陽
店

　
☎（
９
５
５
）０
０
８
０

【
受
付
時
間
】

•
月
火
木
金
…
午
前
9
時
〜
午
後
6
時

•
水
土
…
…
…
午
前
9
時
〜
正
午

催し

　
３
月
18
日
、桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ

ン
タ
ー
で
山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド
が
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　
ド
ラ
ム
や
サ
ッ
ク
ス
な
ど
、バ
ン
ド
の
生

演
奏
に
乗
せ
て
、市
民
ら
８
人
が「
み
だ
れ

髪
」「
霧
笛
」
な
ど
懐
か
し
の
曲
を
熱
唱
。

ま
た
、高
陽
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン

部
も
参
加
し
、日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、バ
ン
ド
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
社
交
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
場

軽
快
な
音
楽
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド
（
旧
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
）
慈
善
演
奏
会

面
も
あ
り
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
「
善
意
の
箱
」
が
設
置
さ
れ
、

４
万
４
１
３
０
円
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
募
金
は
、赤
磐
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
全
額
寄
付
し
ま
し
た
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
山
陽
ラ
テ
ン
バ
ン
ド
代
表　
河
田
賢
太
郎

　
☎
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５

　
（
音
楽
の
好
き
な
ス
タ
ッ
フ
募
集
中
で
す
）

投稿

　
心
で
う
て
る
そ
ば
打
ち
を
目
指
し
て
１

年
間
の
稽
古
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。見

学
自
由
で
す
。

◆
日
時

•
初
段
位
／
10
月
13
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

•
二
段
位
／
10
月
14
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会

第
３
回
岡
山
大
会
開
催

◆
場
所
／
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ

ー
研
修
交
流
ホ
ー
ル（
赤
磐
市
東
窪
田

１
５
７
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
全
麺
協
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
会

　
岡
山
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局　
北
村

　
☎（
９
９
５
）２
６
０
８

催し
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Reader'sSquare
読者の広場

◎お子さんの写真を大募集！
　「げんきッズ！あかいわ」では、広報発行月に誕生日を迎える3歳までのお子
さん（11月・12月生まれ）の写真をお待ちしています。掲載を希望する人は
①写真（返却はありません） ②氏名（ふりがな） ③性別 ④生年月日 ⑤住所 
⑥電話番号 ⑦保護者氏名 ⑧簡単なコメント（30字程度） を添えてくださ
い。締め切りは10月25日㈭までです。
［あて先］〒709-0898 赤磐市下市344 赤磐市役所秘書企画課

 E-mail／akaiwa_info@city.akaiwa.lg.jp

瀬尾　修
し ゅ う や

弥 くん（野間）
平成23年10月28日生まれ

もうすぐ１歳！
いつまでも元気で笑顔の
可愛い修ちゃんでいてネ！

お父さんの佳也さんから

杉山　文
ぶ ん じ

司 くん（山陽5）
平成23年10月15日生まれ

お兄ちゃんお姉ちゃんから
刺激を受けて、たくましく成長中です！

負けるな、ぶんちゃん！

お父さんの優一郎さんから

げんきッズ！あかいわ

　
「
桜
が
丘
」の
音
楽
文
化
の
発
信
を
目

的
に
始
め
た
、地
域
の
音
楽
愛
好
家
と
住

民
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

　
4
回
目
と
な
る
今
年
は
、「
桜
が
丘
音

楽
祭
」
へ
の
発
展
を
視
野
に
、「
桜
が
丘

西
」
地
区
か
ら
の
特
別
出
演
も
お
願
い
し

ま
し
た
。

　
身
近
な
住
民
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
邦

楽
の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

第
４
回 

桜
が
丘
東
音
楽
祭◆

日
時
／
10
月
７
日
㈰

　

午
後
２
時
〜
４
時

◆
場
所
／
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
入
場
料
／
無
料

◆
主
催
／
桜
が
丘
東
連
合
町
内
会

◆
協
力
／
桜
が
丘
西
連
合
町
内
会

　
　
　
　
桜
が
丘
東
青
年
会

◆
後
援
／
赤
磐
市
教
育
委
員
会

◆
問
い
合
わ
せ
先

•
実
行
委
員
長　
安
藤

　
☎（
９
９
５
）３
７
１
４

催し

川
柳
く
ま
や
ま 

／ 

テ
ー
マ「
舞
う
」

投稿
　
８
月
14
日
、河
田
原
区
の
集
会
所
で
祭
り
を
開
催
し

ま
し
た
。こ
の
祭
り
は
10
年
以
上
前
か
ら
行
っ
て
お

り
、毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
の
で
、

活
気
あ
る
お
祭
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
50
人
以
上
が
訪
れ
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
流
し
そ
う
め
ん
、花
火
な
ど
を
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
い
ひ
と
時
を 

文
／
河
田
原
区

投稿

強
風
が
落
ち
葉
を
空
に
舞
い
上
げ
る

お
受
験
で
勝
ち
抜
き
心
宙
に
舞
う

蝶
の
舞
散
歩
の
足
を
と
め
さ
せ
る

添
い
寝
す
る
蝶
が
舞
っ
て
る
子
守
歌

人
生
を
み
ご
と
に
舞
っ
た
友
が
逝
く

花
の
舞
ひ
と
ひ
ら
ず
つ
に
あ
る
命

し
ゃ
ぼ
ん
玉
と
ん
で
と
き
に
は
舞
っ
て
み
せ

蜜
蜂
が
き
れ
い
な
花
の
上
で
舞
う

酔
う
と
舞
う
お
や
じ
の
顔
は
ま
る
で
タ
コ

雪
が
舞
う
北
の
ふ
る
さ
と
母
想
う

ふ
る
里
の
文
化
を
つ
な
ぐ
神
楽
舞
う

生

き

残

る

命

を

貰

う

蝶

の

舞

喝

采

を

も

ら

い

続

け

た

舞

扇

佐
保
田
千
代
子

光
山　

悦
子

大
岩　

歌
子

藤
森　

と
し
お

沖　
　

百
合
子

松
田　

牧
子

佐
藤　

禮
子

小
野　

房
子

長
舩　

克
己

中
山　

亮
一

長
谷
川
至
外
余

小
山　

ふ
じ
え

従
野　

健
一

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

◆
問
い
合
わ
せ
先
／
川
柳
く
ま
や
ま　
長
谷
川　
☎（
９
９
５
）３
６
２
５

【
お
知
ら
せ
】広
報
あ
か
い
わ
９
月
号
の「
認
知
症
の
薬
に
つ
い
て
学
ぶ
」で
掲
載
し
た
講
演
は
、

　
　
　
　
　

申
込
不
要
で
す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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T

タウン・トピックス

2012.7 ▶ 2012.8

　８月３０日、赤磐子どもNPOセンターが運営する「陽
なたぼっこ」（町苅田）で、第２回おでかけ市長室が開
かれました。
　アットホームな雰囲気の中、子育て環境についてアン
ケートに基づいた提案や、「赤磐市が子育て世代に温
かいまちになってほしい」「子育てが安心してできるまち
として明るいイメージをアピールしてほしい」といった日
頃抱いている気持ちが語り合われ、市長を交えて子育
て政策について考える貴重な時間となりました。

子育て環境について語り合う
おでかけ市長室

　８月下旬、可真下の農地で栽培されているヒマワリ
が満開になっていました。
　このヒマワリは、「福島ひまわり里親プロジェクト」の
一環として７月上旬に植えられたものです。プロジェク
トは福島県の有志が呼びかけて全国的に広がりを見
せており、赤磐市をはじめ多くの参加者が栽培した種
は福島県に送られ、観光資源や油採取を行う事業に
活用される予定です。
　福島を勇気づけたい気持ちが、力強く咲き誇る黄
色の花に表れているようでした。

陽の光浴びる黄色い花
晴れの国発　福島ひまわり里親プロジェクト

　財団法人自治総合センター
が行う宝くじ助成事業を活用し
て、穂崎区では綿菓子機など
の祭り用品やマイクなどの音
響備品、また、小原上区ではマ
イクなどの音響備品の整備を行いました。これまで以
上に地区のお祭りに活気があふれ、コミュニティ活動
の発展に大いに活用されています。
　この事業は、地域住民が自主的に行うコミュニティ
活動に助成を行うことにより、地域社会の健全な発展
と住民福祉の向上に役立てるものです。

祭り用品などを整備
宝くじの社会貢献広報事業の助成
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　8月24日に利廣光子さんが100歳を迎えられ、井上市長
や県の職員らが長寿を祝うため入所中の施設を訪問しま
した。
　市と県から記念品が贈られた後、入所者やスタッフら
約50人から「ハッピーバースデー」合唱のプレゼントがあ
り、喜びの涙を浮かべる場面もありました。
　中勢実で生まれ、20歳のときに結婚した利廣さんは、4
人の娘を育てる傍ら機織りや農業などをしてこられまし
た。手先が器用で、現在は大好きな編み物をしながら日々
過ごされています。健康管理に気をつけ、好き嫌いなく何
でも食べることが長生きの秘けつだそうです。

100歳おめでとうございます
利廣　光子さん（仁堀中）

　８月９日に100歳を迎えられた岡本一正さんを祝うため、
井上市長や県の職員らがご自宅を訪問しました。
　市と県から花束や記念品が贈られると、ご家族から拍
手が起こり、温かい祝福に包まれていました。
　岡山市で生まれ育った岡本さんは、同市内の会社に
60歳まで勤務され、70歳のときに現在の居住地である稗
田に転居。その後、90歳過ぎまでゲートボールや野菜作り
にいそしんでこられました。
　長生きの秘けつは、何事にもくよくよせず、前向きに生き
ることで、最近は、勤務していた会社の社報を読んだり、
孫や曾孫と会ったりするのを楽しみにしているそうです。

100歳おめでとうございます
岡本　一正さん（稗田）

　７月23日㈪から25日㈬の３日間、青少年健全育成ブロック
会議を開催しました。
　家庭や地域で青少年の健全育成に取り組む関係機関や
団体が連携を密にし、お互いの生活エリアで行動するため
の情報交換の場として、平成19年度から、各中学校区単位で

「青少年健全育成強調月間」の期間に行っています。
　赤磐警察署から市内の青少年の実態、校長先生から学
校の現状について報告を受けた後、「規範意識の向上のた
めの手立て」をテーマに討議をし、学校、家庭、地域の連携
の強化や「一言声かけ運動」に取り組むことを確認しました。

～育てよう健やかに 支えようみんなで～
青少年健全育成ブロック会議

　8月23日、町苅田の赤磐子どもＮＰＯセンター事務所「陽なたぼっ
こ」で、子どもたちがお菓子や飲み物でお客をもてなす「子どもカフ
ェ」が開かれました。
　これは、夏休みの思い出に地域住民とふれあってもらおうと、赤
磐子どもＮＰＯセンターが実施したもので、小学1年から6年の女子
児童8人が参加しました。
　カフェオープンに合わせて家族連れや友人連れなどが続 と々訪
れ、小さな店員さんの元気なおもてなしに笑顔を浮かべていました。
　陽なたぼっこでは、今回の「子どもカフェ」とは別に、普段も月、水、
金曜の午前10時から午後3時までカフェを開いています。

元気なおもてなしに笑顔咲く
「子どもカフェ」開設

広報あかいわ（平成24年10月号）31



〒
709-0898 岡

山
県

赤
磐

市
下

市
344　

T
E

L.955-4770　
F

A
X

.955-1261
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
http://w

w
w

.city.akaiw
a.lg.jp

E
-m

ail  akaiw
a_info@

city.akaiw
a.lg.jp

編
集

・
発

行
／

赤
磐
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課

▼
小
さ
い
こ
ろ
に
ど
ん
な
本
を
読
ん
だ
か
、
皆

さ
ん
は
覚
え
て
い
ま
す
か
。
僕
が
よ
く
読
ん
で

い
た
の
は
「
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
」「
だ

る
ま
ち
ゃ
ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
」「
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
」
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
本
は
、
今

で
も
ど
ん
な
あ
ら
す
じ
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
ま

す
。
３
日
前
に
食
べ
た
晩
ご
は
ん
の
お
か
ず
が

何
だ
っ
た
か
の
記
憶
は
あ
や
し
い
の
に
、
何
十

年
も
前
に
読
ん
だ
本
の
あ
ら
す
じ
は
い
ま
だ
に

記
憶
に
残
っ
て
い
る
不
思
議
。
子
ど
も
の
こ
ろ

の
吸
収
力
・
記
憶
力
の
す
ご
さ
と
本
の
す
ば
ら

し
さ
を
、
特
集
を
組
み
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
感

じ
ま
し
た
。

（
猪
木　
亮
）

▼
赤
磐
市
花
火
大
会
の
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し

た
！
今
年
は
天
気
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

午
後
に
は
雨
雲
も
な
く
な
り
、
良
い
お
祭
り
日

和
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
舞
台

発
表
を
撮
影
し
て
い
る
と
き
、
隣
で
２
～
３
歳

く
ら
い
の
女
の
子
が
曲
に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う

に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
か
わ
い
さ
に

釘
付
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
。
舞
台
発
表
を

撮
り
つ
つ
、
チ
ラ
チ
ラ
と
横
目
で
女
の
子
を
見

る
姿
は
、
き
っ
と
と
て
も
怪
し
い
人
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
（
反
省
）。

（
辻
真
理
亜
）

〈 今 月 の 表 紙 〉

図書館の児童図書のコーナーで楽
しそうに本を読む男の子。しかけ絵
本には興味津々で、しかけの部分を
開くたびに「わぁ！」と、目を輝かせて
いました。

編
集
者
の
つ
ぶ
や
き

い
き
い
き

い
き
い
き

き
ら
り

お
め
で
と
う
!!

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

銅
メ
ダ
ル
獲
得

　

８
月
23
日
、
中
央
公
民
館
で
、
赤
磐

市
ス
ポ
ー
ツ
文
化
栄
誉
賞
授
賞
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
の
分
野
で
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
で
、
市
民
に
明
る
い
希
望
を
与
え
た

人
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。
山
口
舞

選
手
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
見
事
、

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

市
民
に
夢
と
感
動
と
明

る
い
希
望
を
与
え
た
功

績
に
よ
り
、
本
市
第
１

号
の
受
賞
者
と
な
り
ま

し
た
。

　

授
賞
式
が
行
わ
れ
た

当
日
、
山
口
選
手
は
、

約
４
０
０
人
が
胸
を
躍

ら
せ
て
待
ち
構
え
る
中
、

会
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

赤
い
ブ
レ
ザ
ー
姿
の
山
口
選
手
の
胸
に

は
銅
メ
ダ
ル
が
輝
き
、
温
か
い
拍
手
が

沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。「
お
め
で
と
う
！
」

と
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
声
が
上
が
り
、

さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
声
援
に
応
え
る
山

口
選
手
。
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
か
ら
も
明

る
い
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。 

　

子
ど
も
た
ち
は
、
身
長
１
７
６
セ
ン

チ
と
い
う
長
身
の
山
口
選
手
を
見
上
げ

て
、
少
し
緊
張
ぎ
み
な
が
ら
も
、
う
れ

し
そ
う
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
「
メ
ダ
ル
に
触
ら
せ
て
！
」
と
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
も
、
笑
顔
で
丁
寧
に
応
じ
る

山
口
選
手
か
ら
は
人
柄
の
良
さ
が
感
じ

ら
れ
、
会
場
内
は
喜
び
を
分
か
ち
合
う

熱
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

17

山
口
　
舞  

選
手 

（
岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
）

▼子どもたちに大人気！ 一人ひとりに笑顔で応える山口選手

▲授賞式で応援に対する感謝の気持ちと今後の抱負を述べる山口選手

JVA承認 2012-09-004
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